
原 議 保 存 期 間 3 0 年

（ ）平成49年12月31日まで

警察庁乙刑発第１号、乙官発第４号各都道府県（方面）公安委員会委員長

乙備発第２号庁 内 各 局 部 課 長

各 附 属 機 関 の 長 殿 平 成 1 9 年 ４ 月 ２ 日

各 地 方 機 関 の 長 警 察 庁 次 長

各 都 道 府 県 警 察 の 長

犯罪による収益の移転防止に関する法律等の施行について（依命通達）

このたび、犯罪による収益の移転防止に関する法律（平成19年法律第22号。以

下「法」という ）が別添１のとおり平成19年３月31日に公布され、ＦＩＵ（資。

金情報機関）を金融庁から国家公安委員会へと移管する部分その他所要の措置に

係る部分については、同年４月１日から施行されたところである。

、 。法の概要等は下記のとおりであるので 事務処理上遺憾のないようにされたい

命により通達する。

記

第１ 法の概要等

１ 法の概要

(1) 目的

（ 「 」 。犯罪による収益 法第２条第１項に規定する 犯罪による収益 をいう

以下同じ ）のはく奪及び被害回復が極めて重要であることにかんがみ、。

犯罪による収益の移転防止を図り、併せてテロ資金供与防止条約等の的確

な実施を確保し、もって国民生活の安全と平穏を確保するとともに、経済

活動の健全な発展に寄与することを目的とする （法第１条関係）。

(2) 特定事業者

特定事業者とは、金融機関、ファイナンスリース業者、クレジットカー

ド業者、宅地建物取引業者、貴金属等取引業者、郵便物受取・電話受付サ

ービス業者、弁護士、司法書士、行政書士、公認会計士、税理士等をいう

ものとする （法第２条第２項関係）。



(3) 国家公安委員会の責務等

国家公安委員会は、特定事業者への情報提供その他の援助等を行うとと

もに、疑わしい取引に関する情報が犯罪捜査や国際協力に有効に活用され

るよう迅速かつ的確にその分析等を行うものとする （法第３条関係）。

(4) 特定事業者による措置

ア 特定事業者（弁護士及び弁護士法人を除く。以下同じ）は、一定の取

引について顧客等の本人特定事項の確認を行うとともに、その記録を７

年間保存しなければならないこととする （法第４条から第６条まで関。

係）

、 。イ 特定事業者は 取引記録を７年間保存しなければならないこととする

（法第７条関係）

ウ 特定事業者（司法書士、行政書士、公認会計士、税理士等を除く ）。

は、その業務において収受した財産が犯罪による収益である疑いがある

場合等には、一定の事項を行政庁に届け出なければならないこととする

とともに、行政庁等は、当該届出に係る事項を国家公安委員会に通知す

るものとする （法第９条関係）。

エ 特定事業者（業として為替取引を行う者に限る ）は、顧客と本邦か。

ら外国へ向けた支払に係る為替取引を行う場合において、当該支払を他

の特定事業者等に委託するときは、当該顧客の本人特定事項等を通知し

て行わなければならないこととする （法第10条関係）。

(5) 弁護士及び弁護士法人による措置

弁護士及び弁護士法人による本人確認、本人確認記録の作成及び保存並

びに取引記録等の作成及び保存に相当する措置については、法に定める司

法書士等の例に準じて日本弁護士連合会の会則の定めるところによるもの

とする （法第８条関係）。

(6) 疑わしい取引に関する情報の提供

国家公安委員会は、捜査機関等及び外国の相当機関（ＦＩＵ）に対し、

疑わしい取引に関する情報（法第11条第１項に規定する「疑わしい取引に

関する情報」をいう。以下同じ ）を提供することとする （法第11条及び。 。

第12条関係）



(7) 監督

ア 行政庁による特定事業者に対する報告徴収、立入検査、指導等及び是

正命令について定める （法第13条から第16条まで関係）。

イ 国家公安委員会による行政庁に対する当該行政庁の監督に関する意見

陳述及び当該意見陳述を行うため必要な場合における都道府県警察によ

る特定事業者に対する調査について定める （法第17条関係）。

(8) その他

罰則その他所要の規定を整備する。

２ 法の施行に伴う体制の整備

(1) 国家公安委員会等の所掌事務に関する規定の整備

「 、国家公安委員会の所掌事務として 犯罪による収益に関する情報の集約

整理及び分析並びに関係機関に対する提供に関すること」を追加するとと

もに、警察庁刑事局組織犯罪対策部の所掌事務として「犯罪による収益の

移転防止に関すること」を追加した （警察法（昭和29年法律第162号）第。

５条第２項及び第23条関係）

(2) 警察庁の組織の改正

(1)の事務を的確に実施するため、警察庁長官官房に審議官１名（関係

のある他の職を占める者をもって充てる ）を増員するとともに、警察庁。

刑事局組織犯罪対策部に政令職である犯罪収益移転防止管理官並びに府令

職である総括分析官及び国際連携対策官を設置した （警察庁組織令（昭。

和29年政令第180号第３条第１項及び第29条並びに警察法施行規則（昭和2

9年総理府令第44号）第29条及び第30条関係）

３ 施行期日

１(1)、(3)及び(6)並びに２に係る部分については、平成19年４月１日か

ら施行されており、その他の部分については、同日から起算して１年を超え

ない範囲内において政令で定める日から施行することとした。

第２ 留意事項

１ 情報の適正な取扱いの確保

疑わしい取引に関する情報の取扱いについては、衆議院内閣委員会及び参

議院内閣委員会の審議において、それぞれ附帯決議（別添２及び３参照）が



付されたことなどを踏まえ、その適正の確保を徹底する必要がある。このた

め、国家公安委員会及び警察庁においては、疑わしい取引に関する情報取扱

規則（平成19年国家公安委員会規則第９号。別添４参照）及び疑わしい取引

に関する情報取扱細則（平成19年警察庁訓令第２号。別添５参照）を制定す

るなど、その適正な取扱いの確保を図ることとしている。

各都道府県警察においても、疑わしい取引に関する情報の取扱いに当たっ

ては、当該情報の漏えい等の防止を図るため、必要かつ適切な措置をとるこ

ととされたい。

２ 疑わしい取引に関する情報の活用

各都道府県警察にあっては、疑わしい取引に関する情報を犯罪による収益

の追跡その他のマネー・ローンダリング対策、テロ資金対策等に有効に活用

し、事件の検挙、犯罪組織の実態解明等に努められたい。



一
頁

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
が
組
織
的
な
犯
罪
を
助
長
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
移
転
し

て
事
業
活
動
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
健
全
な
経
済
活
動
に
重
大
な
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
及
び
犯
罪
に

よ
る
収
益
の
移
転
が
没
収
、
追
徴
そ
の
他
の
手
続
に
よ
り
こ
れ
を
は
く
奪
し
、
又
は
犯
罪
に
よ
る
被
害
の
回
復
に
充
て
る
こ

と
を
困
難
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
を
防
止
す
る
こ
と
（
以
下
「
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移

転
防
止
」
と
い
う
。
）
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
特
定
事
業
者
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
、
取
引
記
録

等
の
保
存
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
。
以
下
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。
）
及
び
国
際
的
な
協
力
の

下
に
規
制
薬
物
に
係
る
不
正
行
為
を
助
長
す
る
行
為
等
の
防
止
を
図
る
た
め
の
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
等
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
九
十
四
号
。
以
下
「
麻
薬
特
例
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
措
置
と
相
ま
っ
て
、
犯
罪
に
よ

る
収
益
の
移
転
防
止
を
図
り
、
併
せ
て
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
資
金
供
与
の
防
止
に
関
す
る
国
際
条
約
等
の
的
確
な
実
施
を

確
保
し
、
も
っ
て
国
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
経
済
活
動
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

NPADB
別添１－１



二
頁

と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
犯
罪
に
よ
る
収
益
」
と
は
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
犯
罪
収
益
等

又
は
麻
薬
特
例
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
薬
物
犯
罪
収
益
等
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
事
業
者
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

一

銀
行

二

信
用
金
庫

三

信
用
金
庫
連
合
会

四

労
働
金
庫

五

労
働
金
庫
連
合
会

六

信
用
協
同
組
合

七

信
用
協
同
組
合
連
合
会

八

農
業
協
同
組
合



三
頁

九

農
業
協
同
組
合
連
合
会

十

漁
業
協
同
組
合

十
一

漁
業
協
同
組
合
連
合
会

十
二

水
産
加
工
業
協
同
組
合

十
三

水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会

十
四

農
林
中
央
金
庫

十
五

商
工
組
合
中
央
金
庫

十
六

保
険
会
社

十
七

保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
外
国
保
険
会
社
等

十
八

保
険
業
法
第
二
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
少
額
短
期
保
険
業
者

十
九

共
済
水
産
業
協
同
組
合
連
合
会

二
十

金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者

二
十
一

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
三
十
項
に
規
定
す
る
証
券
金
融
会
社



四
頁

二
十
二

金
融
商
品
取
引
法
第
六
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
例
業
務
届
出
者

二
十
三

信
託
会
社

二
十
四

信
託
業
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者

二
十
五

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
（
平
成
六
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
不
動
産
特
定
共
同
事
業

者
（
信
託
会
社
又
は
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
一
条
第
一

項
の
認
可
を
受
け
た
金
融
機
関
で
あ
っ
て
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
不
動
産
特
定
共
同
事

業
を
営
む
も
の
を
含
む
。
）

二
十
六

無
尽
会
社

二
十
七

貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貸
金
業
者

二
十
八

貸
金
業
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
者
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
者

二
十
九

商
品
取
引
所
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
第
二
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
商
品
取
引
員

三
十

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
振
替
機
関

（
同
法
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
振
替
機
関
と
み
な
さ
れ
る
日
本
銀
行
を
含
む
。
）



五
頁

三
十
一

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
口
座
管
理
機
関

三
十
二

独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構

三
十
三

本
邦
に
お
い
て
両
替
業
務
（
業
と
し
て
外
国
通
貨
（
本
邦
通
貨
以
外
の
通
貨
を
い
う
。
）
又
は
旅
行
小
切
手
の
売

買
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
）
を
行
う
者

三
十
四

顧
客
に
対
し
、
そ
の
指
定
す
る
機
械
類
そ
の
他
の
物
品
を
購
入
し
て
そ
の
賃
貸
（
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。

）
を
す
る
業
務
を
行
う
者

三
十
五

そ
れ
を
提
示
し
又
は
通
知
し
て
、
特
定
の
販
売
業
者
か
ら
商
品
若
し
く
は
権
利
を
購
入
し
、
又
は
特
定
の
役
務
提

供
事
業
者
（
役
務
の
提
供
の
事
業
を
営
む
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
有
償
で
役
務
の
提
供
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
カ
ー
ド
そ
の
他
の
物
又
は
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
（
以
下
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
」
と
い
う

。
）
を
こ
れ
に
よ
り
商
品
若
し
く
は
権
利
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
役
務
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「

利
用
者
た
る
顧
客
」
と
い
う
。
）
に
交
付
し
又
は
付
与
し
、
当
該
利
用
者
た
る
顧
客
が
当
該
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
を
提

示
し
又
は
通
知
し
て
特
定
の
販
売
業
者
か
ら
商
品
若
し
く
は
権
利
を
購
入
し
、
又
は
特
定
の
役
務
提
供
事
業
者
か
ら
有
償

で
役
務
の
提
供
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
販
売
業
者
又
は
役
務
提
供
事
業
者
に
当
該
商
品
若
し
く
は
権
利
の
代
金
又
は
当



六
頁

該
役
務
の
対
価
に
相
当
す
る
額
の
金
銭
を
直
接
に
又
は
第
三
者
を
経
由
し
て
交
付
す
る
と
と
も
に
、
当
該
利
用
者
た
る
顧

客
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
時
期
ま
で
に
当
該
代
金
若
し
く
は
当
該
対
価
の
合
計
額
の
金
銭
を
受
領
し
、
又
は
あ

ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
時
期
ご
と
に
当
該
合
計
額
を
基
礎
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
り
算
定
し
て
得
た

額
の
金
銭
を
受
領
す
る
業
務
を
行
う
者

三
十
六

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
者

（
信
託
会
社
又
は
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
金
融
機
関
で
あ
っ

て
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
（
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
単
に
「
宅
地
建
物

取
引
業
」
と
い
う
。
）
を
営
む
も
の
（
第
二
十
条
第
一
項
第
十
四
号
に
お
い
て
「
み
な
し
宅
地
建
物
取
引
業
者
」
と
い
う

。
）
を
含
む
。
）

三
十
七

金
、
白
金
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
貴
金
属
若
し
く
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
宝
石
又
は
こ
れ

ら
の
製
品
（
以
下
「
貴
金
属
等
」
と
い
う
。
）
の
売
買
を
業
と
し
て
行
う
者

三
十
八

顧
客
に
対
し
、
自
己
の
居
所
若
し
く
は
事
務
所
の
所
在
地
を
当
該
顧
客
が
郵
便
物
（
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の

送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
信
書
便
物
並
び
に
大
き
さ
及
び
重



七
頁

量
が
郵
便
物
に
類
似
す
る
貨
物
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け
取
る
場
所
と
し
て
用
い
、
又
は
自
己
の
電
話
番
号
を
当

該
顧
客
が
連
絡
先
の
電
話
番
号
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
許
諾
し
、
当
該
自
己
の
居
所
若
し
く
は
事
務
所
に
お
い
て
当
該
顧

客
あ
て
の
郵
便
物
を
受
け
取
っ
て
こ
れ
を
当
該
顧
客
に
引
き
渡
し
、
又
は
当
該
顧
客
あ
て
の
当
該
電
話
番
号
に
係
る
電
話

（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
に
よ
る
通
信
を
含
む
。
第
二
十
条
第
一
項
第
十
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
て
そ
の
内
容
を

当
該
顧
客
に
連
絡
す
る
役
務
を
提
供
す
る
業
務
を
行
う
者

三
十
九

弁
護
士
（
外
国
法
事
務
弁
護
士
を
含
む
。
）
又
は
弁
護
士
法
人

四
十

司
法
書
士
又
は
司
法
書
士
法
人

四
十
一

行
政
書
士
又
は
行
政
書
士
法
人

四
十
二

公
認
会
計
士
（
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
第
十
六
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公

認
会
計
士
を
含
む
。
）
又
は
監
査
法
人

四
十
三

税
理
士
又
は
税
理
士
法
人

（
国
家
公
安
委
員
会
の
責
務
等
）

第
三
条

国
家
公
安
委
員
会
は
、
特
定
事
業
者
に
よ
る
本
人
確
認
、
取
引
記
録
等
の
保
存
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
等
の
措
置



八
頁

が
的
確
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
特
定
事
業
者
に
対
し
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
に
係
る
手
口
に
関
す
る
情
報

の
提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
の
重
要
性
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

国
家
公
安
委
員
会
は
、
特
定
事
業
者
に
よ
り
届
け
出
ら
れ
た
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
犯
罪
に
よ
る
収
益

に
関
す
る
情
報
が
、
刑
事
事
件
の
捜
査
及
び
犯
則
事
件
の
調
査
並
び
に
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
国
際
的
な

情
報
交
換
そ
の
他
の
協
力
に
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
迅
速
か
つ
的
確
に
そ
の
集
約
、
整
理
及
び
分
析
を
行
う
も
の
と
す

る
。

３

国
家
公
安
委
員
会
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
及
び
地
方
公
共
団
体
の
関
係
機
関
は
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
つ

い
て
相
互
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

（
本
人
確
認
義
務
等
）

第
四
条

特
定
事
業
者
（
第
二
条
第
二
項
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
（
第
八
条
に
お
い
て
「
弁
護
士
等
」
と
い
う
。

）
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
顧
客
（
同
項
第
三
十
五
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
利
用
者
た
る
顧
客
。
以

下
同
じ
。
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
（
以
下
「
顧
客
等
」
と
い
う
。
）
と
の
間
で
、
次
の
表
の
上



九
頁

欄
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
定
め
る
業
務
（
以
下
「
特
定
業
務
」
と
い
う
。
）
の
う

ち
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
取
引
（
以
下
「
特
定
取
引
」
と
い
う
。
）
を
行
う
に
際
し
て
は
、
運
転
免
許
証
の
提
示
を
受
け
る

方
法
そ
の
他
の
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
顧
客
等
に
つ
い
て
、
本
人
特
定
事
項
（
当
該
顧
客
等
が
自
然
人
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
氏
名
、
住
居
（
本
邦
内
に
住
居
を
有
し
な
い
外
国
人
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
主
務
省

令
で
定
め
る
事
項
）
及
び
生
年
月
日
を
い
い
、
当
該
顧
客
等
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
名
称
及
び
本
店
又
は
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
確
認
（
以
下
「
本
人
確
認
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特

定

事

業

者

特

定

業

務

特

定

取

引

第
二
条
第
二
項
第
一
号
か

金
融
に
関
す
る
業
務
そ
の
他
の
政
令
で
定

預
貯
金
契
約
（
預
金
又
は
貯
金
の
受
入
れ
を

ら
第
三
十
三
号
ま
で
に
掲

め
る
業
務

内
容
と
す
る
契
約
を
い
う
。
第
二
十
六
条
第

げ
る
者

一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
締
結
、
為
替
取

引
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
取
引

第
二
条
第
二
項
第
三
十
四

同
号
に
規
定
す
る
業
務

同
号
に
規
定
す
る
物
品
の
賃
貸
借
契
約
の
締

号
に
掲
げ
る
者

結
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
取
引



一
〇
頁

第
二
条
第
二
項
第
三
十
五

同
号
に
規
定
す
る
業
務

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
交
付
又
は
付
与
を

号
に
掲
げ
る
者

内
容
と
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政
令
で

定
め
る
取
引

第
二
条
第
二
項
第
三
十
六

宅
地
建
物
取
引
業
の
う
ち
、
宅
地
（
宅
地

宅
地
又
は
建
物
の
売
買
契
約
の
締
結
そ
の
他

号
に
掲
げ
る
者

建
物
取
引
業
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す

の
政
令
で
定
め
る
取
引

る
宅
地
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て

同
じ
。
）
若
し
く
は
建
物
（
建
物
の
一
部

を
含
む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
売
買
又
は
そ
の
代
理
若
し
く
は
媒
介

に
係
る
も
の

第
二
条
第
二
項
第
三
十
七

貴
金
属
等
の
売
買
の
業
務

貴
金
属
等
の
売
買
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政

号
に
掲
げ
る
者

令
で
定
め
る
取
引

第
二
条
第
二
項
第
三
十
八

同
号
に
規
定
す
る
業
務

同
号
に
規
定
す
る
役
務
の
提
供
を
行
う
こ
と



一
一
頁

号
に
掲
げ
る
者

を
内
容
と
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政
令

で
定
め
る
取
引

第
二
条
第
二
項
第
四
十
号

司
法
書
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百

特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
を
行
う
こ
と
を
内

に
掲
げ
る
者

九
十
七
号
）
第
三
条
若
し
く
は
第
二
十
九

容
と
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政
令
で
定

条
に
定
め
る
業
務
又
は
こ
れ
ら
に
付
随
し

め
る
取
引

、
若
し
く
は
関
連
す
る
業
務
の
う
ち
、
顧

客
の
た
め
に
す
る
次
に
掲
げ
る
行
為
又
は

手
続
（
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）

に
つ
い
て
の
代
理
又
は
代
行
（
以
下
「
特

定
受
任
行
為
の
代
理
等
」
と
い
う
。
）
に

係
る
も
の

一

宅
地
又
は
建
物
の
売
買
に
関
す
る
行

為
又
は
手
続



一
二
頁

二

会
社
の
設
立
又
は
合
併
に
関
す
る
行

為
又
は
手
続
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る

会
社
の
組
織
、
運
営
又
は
管
理
に
関
す

る
行
為
又
は
手
続
（
会
社
以
外
の
法
人

、
組
合
又
は
信
託
で
あ
っ
て
政
令
で
定

め
る
も
の
に
係
る
こ
れ
ら
に
相
当
す
る

も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
行
為
又
は

手
続
を
含
む
。
）

三

現
金
、
預
金
、
有
価
証
券
そ
の
他
の

財
産
の
管
理
又
は
処
分
（
前
二
号
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

第
二
条
第
二
項
第
四
十
一

行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四

特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
を
行
う
こ
と
を
内

号
に
掲
げ
る
者

号
）
第
一
条
の
二
、
第
一
条
の
三
若
し
く

容
と
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政
令
で
定



一
三
頁

は
第
十
三
条
の
六
に
定
め
る
業
務
又
は
こ

め
る
取
引

れ
ら
に
付
随
し
、
若
し
く
は
関
連
す
る
業

務
の
う
ち
、
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
に

係
る
も
の

第
二
条
第
二
項
第
四
十
二

公
認
会
計
士
法
第
二
条
第
二
項
若
し
く
は

特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
を
行
う
こ
と
を
内

号
に
掲
げ
る
者

第
三
十
四
条
の
五
第
一
号
に
定
め
る
業
務

容
と
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政
令
で
定

又
は
こ
れ
ら
に
付
随
し
、
若
し
く
は
関
連

め
る
取
引

す
る
業
務
の
う
ち
、
特
定
受
任
行
為
の
代

理
等
に
係
る
も
の

第
二
条
第
二
項
第
四
十
三

税
理
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百

特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
を
行
う
こ
と
を
内

号
に
掲
げ
る
者

三
十
七
号
）
第
二
条
若
し
く
は
第
四
十
八

容
と
す
る
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
政
令
で
定

条
の
五
に
定
め
る
業
務
又
は
こ
れ
ら
に
付

め
る
取
引

随
し
、
若
し
く
は
関
連
す
る
業
務
の
う
ち



一
四
頁

、
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
に
係
る
も
の

２

特
定
事
業
者
は
、
顧
客
等
の
本
人
確
認
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
会
社
の
代
表
者
が
当
該
会
社
の
た
め
に
当
該
特
定
事
業

者
と
の
間
で
特
定
取
引
を
行
う
と
き
そ
の
他
の
当
該
特
定
事
業
者
と
の
間
で
現
に
特
定
取
引
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
自
然
人

が
当
該
顧
客
等
と
異
な
る
と
き
（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
当
該
顧
客
等
の
本
人
確
認
に
加
え
、
当
該
特
定

取
引
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
自
然
人
（
以
下
「
代
表
者
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
も
、
本
人
確
認
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

顧
客
等
が
国
、
地
方
公
共
団
体
、
人
格
の
な
い
社
団
又
は
財
団
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

顧
客
等
の
た
め
に
当
該
特
定
事
業
者
と
の
間
で
現
に
特
定
取
引
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
自
然
人
を
顧
客
等
と
み
な
し
て
、
第

一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４

顧
客
等
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
顧
客
等
と
み
な
さ
れ
る
自
然
人
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
代
表
者
等
は
、
特
定
事
業

者
が
本
人
確
認
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
事
業
者
に
対
し
て
、
顧
客
等
又
は
代
表
者
等
の
本
人
特
定
事
項
を
偽
っ

て
は
な
ら
な
い
。

（
特
定
事
業
者
の
免
責
）



一
五
頁

第
五
条

特
定
事
業
者
は
、
顧
客
等
又
は
代
表
者
等
が
特
定
取
引
を
行
う
際
に
本
人
確
認
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
当
該
顧
客
等

又
は
代
表
者
等
が
こ
れ
に
応
ず
る
ま
で
の
間
、
当
該
特
定
取
引
に
係
る
義
務
の
履
行
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
本
人
確
認
記
録
の
作
成
義
務
等
）

第
六
条

特
定
事
業
者
は
、
本
人
確
認
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
、
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
本
人
特
定
事
項

、
本
人
確
認
の
た
め
に
と
っ
た
措
置
そ
の
他
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
記
録
（
以
下
「
本
人
確
認
記
録
」
と
い

う
。
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
定
事
業
者
は
、
本
人
確
認
記
録
を
、
特
定
取
引
に
係
る
契
約
が
終
了
し
た
日
そ
の
他
の
主
務
省
令
で
定
め
る
日
か
ら
、

七
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
取
引
記
録
等
の
作
成
義
務
等
）

第
七
条

特
定
事
業
者
（
次
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
者
を
除
く
。
）
は
、
特
定
業
務
に
係
る
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
少

額
の
取
引
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
取
引
を
除
き
、
直
ち
に
、
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
顧
客
等
の
本
人
確
認
記

録
を
検
索
す
る
た
め
の
事
項
、
当
該
取
引
の
期
日
及
び
内
容
そ
の
他
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



一
六
頁

２

第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
か
ら
第
四
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
は
、
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
を
行
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
価
額
が
少
額
で
あ
る
財
産
の
処
分
の
代
理
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
特
定
受
任
行
為
の
代
理
等
を
除
き
、
直
ち

に
、
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
顧
客
等
の
本
人
確
認
記
録
を
検
索
す
る
た
め
の
事
項
、
当
該
特
定
受
任
行
為
の
代

理
等
を
行
っ
た
期
日
及
び
内
容
そ
の
他
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
定
事
業
者
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
記
録
（
以
下
「
取
引
記
録
等
」
と
い
う
。
）
を
、
当
該
取
引
又
は
特
定
受
任
行
為

の
代
理
等
の
行
わ
れ
た
日
か
ら
七
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
弁
護
士
等
に
よ
る
本
人
確
認
等
に
相
当
す
る
措
置
）

第
八
条

弁
護
士
等
に
よ
る
顧
客
等
又
は
代
表
者
等
の
本
人
確
認
、
本
人
確
認
記
録
の
作
成
及
び
保
存
並
び
に
取
引
記
録
等
の

作
成
及
び
保
存
に
相
当
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
か
ら
第
四
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

の
例
に
準
じ
て
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
会
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

第
五
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
会
則
の
規
定
に
よ
り
弁
護
士
等
が
行
う
本

人
確
認
に
相
当
す
る
措
置
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

政
府
及
び
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
し
、
相
互
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。



一
七
頁

（
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
等
）

第
九
条

特
定
事
業
者
（
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
か
ら
第
四
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
を
除
く
。
）
は
、
特
定
業

務
に
お
い
て
収
受
し
た
財
産
が
犯
罪
に
よ
る
収
益
で
あ
る
疑
い
が
あ
り
、
又
は
顧
客
等
が
特
定
業
務
に
関
し
組
織
的
犯
罪
処

罰
法
第
十
条
の
罪
若
し
く
は
麻
薬
特
例
法
第
六
条
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
行
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
速
や
か
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
政
令
で
定
め
る
事
項
を
行
政
庁
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
定
事
業
者
（
そ
の
役
員
及
び
使
用
人
を
含
む
。
）
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
以
下
「
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
」

と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
こ
と
又
は
行
っ
た
こ
と
を
当
該
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
に
係
る
顧
客
等
又
は
そ
の
者
の
関
係

者
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

行
政
庁
（
都
道
府
県
知
事
又
は
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
限
る
。
）
は
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
速

や
か
に
、
当
該
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
に
係
る
事
項
を
主
務
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

行
政
庁
（
都
道
府
県
知
事
及
び
都
道
府
県
公
安
委
員
会
を
除
く
。
）
又
は
前
項
の
主
務
大
臣
（
国
家
公
安
委
員
会
を
除
く

。
）
は
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
又
は
同
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
又
は
通

知
に
係
る
事
項
を
国
家
公
安
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。



一
八
頁

（
外
国
為
替
取
引
に
係
る
通
知
義
務
）

第
十
条

特
定
事
業
者
（
第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
は
、
顧
客
と
本
邦
か
ら
外
国
（
本
邦
の
域
外
に
あ
る
国
又
は
地
域
を
い
い
、
政
令
で
定
め
る
国
又
は
地
域
を
除

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
へ
向
け
た
支
払
に
係
る
為
替
取
引
（
小
切
手
の
振
出
し
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
方

法
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
支
払
を
他
の
特
定
事
業
者
又
は
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
（
外

国
に
所
在
し
て
業
と
し
て
為
替
取
引
を
行
う
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
委
託
す
る
と
き
は
、
当
該
顧

客
に
係
る
本
人
特
定
事
項
そ
の
他
の
事
項
で
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
通
知
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
定
事
業
者
は
、
他
の
特
定
事
業
者
か
ら
前
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
て
本
邦
か
ら
外
国
へ
向
け
た
支

払
の
委
託
又
は
再
委
託
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
支
払
を
他
の
特
定
事
業
者
又
は
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
に
再
委

託
す
る
と
き
は
、
当
該
通
知
に
係
る
事
項
を
通
知
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
定
事
業
者
は
、
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
か
ら
こ
の
条
の
規
定
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け

て
外
国
か
ら
本
邦
へ
向
け
た
支
払
又
は
外
国
か
ら
他
の
外
国
へ
向
け
た
支
払
の
委
託
又
は
再
委
託
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て

、
当
該
支
払
を
他
の
特
定
事
業
者
又
は
外
国
所
在
為
替
取
引
業
者
に
再
委
託
す
る
と
き
は
、
当
該
通
知
に
係
る
事
項
（
主
務



一
九
頁

省
令
で
定
め
る
事
項
に
限
る
。
）
を
通
知
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

特
定
事
業
者
は
、
他
の
特
定
事
業
者
か
ら
前
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
て
外
国
か
ら
本
邦
へ
向
け
た
支

払
又
は
外
国
か
ら
他
の
外
国
へ
向
け
た
支
払
の
再
委
託
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
支
払
を
他
の
特
定
事
業
者
又
は
外

国
所
在
為
替
取
引
業
者
に
再
委
託
す
る
と
き
は
、
当
該
通
知
に
係
る
事
項
（
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
限
る
。
）
を
通
知

し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
捜
査
機
関
等
へ
の
情
報
提
供
等
）

第
十
一
条

国
家
公
安
委
員
会
は
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
に
係
る
事
項
、
第
九
条
、
こ
の
条
及
び
次
条
に
規
定
す
る
国
家
公

安
委
員
会
の
職
務
に
相
当
す
る
職
務
を
行
う
外
国
の
機
関
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
並
び
に
こ
れ
ら
を
整
理
し
又
は
分
析
し
た

結
果
（
以
下
「
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
」
と
い
う
。
）
が
検
察
官
、
検
察
事
務
官
若
し
く
は
司
法
警
察
職
員
又
は
収

税
官
吏
、
税
関
職
員
、
徴
税
吏
員
若
し
く
は
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
の
職
員
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
検
察
官
等
」
と

い
う
。
）
に
よ
る
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
若
し
く
は
ロ
若
し
く
は
同
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
罪
、
組

織
的
犯
罪
処
罰
法
第
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
十
一
条
の
罪
、
麻
薬
特
例
法
第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
罪
又
は
麻
薬
特

例
法
第
六
条
若
し
く
は
第
七
条
の
罪
に
係
る
刑
事
事
件
の
捜
査
又
は
犯
則
事
件
の
調
査
に
資
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ



二
〇
頁

を
検
察
官
等
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

２

検
察
官
等
は
、
前
項
に
規
定
す
る
罪
に
係
る
刑
事
事
件
の
捜
査
又
は
犯
則
事
件
の
調
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
国
家
公
安
委
員
会
に
対
し
、
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
記
録
の
閲
覧
若
し
く
は
謄
写
又
は
そ
の
写
し
の
送
付

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
外
国
の
機
関
へ
の
情
報
提
供
）

第
十
二
条

国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
の
機
関
に
対
し
、
そ
の
職
務
（
第
九
条
、
前
条
及
び
こ
の

条
に
規
定
す
る
国
家
公
安
委
員
会
の
職
務
に
相
当
す
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
遂
行
に
資
す
る
と
認
め

る
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
当
該
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
が
前
条

第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
の
機
関
の
職
務
の
遂
行
以
外
に
使
用
さ
れ
ず
、
か
つ
、
次
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
な
け
れ
ば
外

国
の
刑
事
事
件
の
捜
査
（
そ
の
対
象
た
る
犯
罪
事
実
が
特
定
さ
れ
た
後
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
審
判
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
捜
査
等
」
と
い
う
。
）
に
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
適
切
な
措
置
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
家
公
安
委
員
会
は
、
外
国
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
第
一



二
一
頁

項
の
規
定
に
よ
り
提
供
し
た
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
を
当
該
要
請
に
係
る
刑
事
事
件
の
捜
査
等
に
使
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
同
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
要
請
に
係
る
刑
事
事
件
の
捜
査
等
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
が
政
治
犯
罪
で
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
要
請
が
政

治
犯
罪
に
つ
い
て
捜
査
等
を
行
う
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

国
際
約
束
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
国
際
約
束
を
い
う
。
第
五
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
要
請
に
係
る
刑
事
事
件
の
捜
査
等
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る

犯
罪
に
係
る
行
為
が
日
本
国
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
が
日
本
国
の
法
令
に
よ
れ
ば
罪

に
当
た
る
も
の
で
な
い
と
き
。

三

日
本
国
が
行
う
同
種
の
要
請
に
応
ず
る
旨
の
要
請
国
の
保
証
が
な
い
と
き
。

４

国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
同
意
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
該
当
し
な

い
こ
と
に
つ
い
て
法
務
大
臣
の
確
認
を
、
同
項
第
三
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
外
務
大
臣
の
確
認
を
、
そ
れ
ぞ
れ
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
提
供
が
、
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
を
使
用
す
る
こ
と
が



二
二
頁

で
き
る
外
国
の
刑
事
事
件
の
捜
査
等
（
政
治
犯
罪
に
つ
い
て
の
捜
査
等
以
外
の
捜
査
等
に
限
る
。
）
の
範
囲
を
定
め
た
国
際

約
束
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
当
該
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

第
三
項
の
同
意
が
あ
る
も
の
と
み
な
す
。

（
報
告
）

第
十
三
条

行
政
庁
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
特
定
事
業
者
に
対
し
そ
の
業
務
に
関
し
て
報
告
又
は

資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
立
入
検
査
）

第
十
四
条

行
政
庁
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
職
員
に
特
定
事
業
者
の
営
業
所
そ
の
他
の
施
設

に
立
ち
入
ら
せ
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は
そ
の
業
務
に
関
し
関
係
人
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
の
請
求
が
あ
っ
た

と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
規
定
は
、
特
定
事
業
者
で
あ
る
日
本
銀
行
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。



二
三
頁

（
指
導
等
）

第
十
五
条

行
政
庁
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
特
定
事
業
者
に
よ
る
措
置
の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
特
定
事
業
者
に
対
し
、
必
要
な
指
導
、
助
言
及
び
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
是
正
命
令
）

第
十
六
条

行
政
庁
は
、
特
定
事
業
者
が
そ
の
業
務
に
関
し
て
第
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
六
条
、
第
七
条
、
第
九

条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
事
業
者
に
対
し
、
当
該

違
反
を
是
正
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
国
家
公
安
委
員
会
の
意
見
の
陳
述
）

第
十
七
条

国
家
公
安
委
員
会
は
、
特
定
事
業
者
が
そ
の
業
務
に
関
し
て
前
条
に
規
定
す
る
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る

と
き
は
、
行
政
庁
（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
当
該
特
定
事
業
者
に
対

し
前
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
行
う
べ
き
旨
又
は
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
当
該
違
反
を
理
由
と
し
て
業
務
の
停
止
そ
の
他

の
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
事
業
者
に
対
し
当
該
処
分
を
行
う
べ
き
旨
の
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。



二
四
頁

２

国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述
べ
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
特
定
事
業
者
に
対
し
そ
の
業

務
に
関
し
て
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求
め
、
又
は
相
当
と
認
め
る
都
道
府
県
警
察
に
必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
を
指

示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
指
示
を
受
け
た
都
道
府
県
警
察
の
警
視
総
監
又
は
道
府
県
警
察
本
部
長
は
、
同
項
の
調
査
を
行
う
た
め
特
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
国
家
公
安
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
当
該
職
員
に
、
特
定
事
業
者
の
営
業
所

そ
の
他
の
施
設
に
立
ち
入
ら
せ
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
又
は
そ
の
業
務
に
関
し
関
係
人
に
質
問
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

４

国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
承
認
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
行
政
庁
（
行
政
庁
が
都
道
府
県
知
事
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
主
務
大
臣
を
経
由
し
て
当
該
都
道
府
県
知
事
）
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
通
知
を
受
け
た
行
政
庁
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
家
公
安
委
員
会
に
対
し
、
第
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
権
限
の
行
使
と
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
警
察
の
権
限
の
行
使
と
の
調
整
を
図
る
た
め
必
要
な
協
議
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
家
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
求
め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
主
務
省
令
へ
の
委
任
）



二
五
頁

第
十
八
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
事
項
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
。

（
経
過
措
置
）

第
十
九
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
政
令
又
は
主
務
省
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
政
令
又

は
主
務
省
令
で
、
そ
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
所
要
の
経
過
措
置
（
罰

則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
行
政
庁
等
）

第
二
十
条

こ
の
法
律
に
お
け
る
行
政
庁
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
特
定
事
業
者
に
係
る

事
項
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

一

第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
六
号
、
第
七
号
、
第
十
六
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
、
第
二
十
号
か
ら
第

二
十
四
号
ま
で
、
第
二
十
六
号
か
ら
第
二
十
八
号
ま
で
及
び
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

内
閣
総
理
大
臣

二

第
二
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣

三

第
二
条
第
二
項
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二

号
）
第
九
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
行
政
庁



二
六
頁

四

第
二
条
第
二
項
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
九
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
百
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
行
政
庁

五

第
二
条
第
二
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

農
林
水
産
大
臣
及
び
内
閣
総
理
大
臣

六

第
二
条
第
二
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

経
済
産
業
大
臣
及
び
財
務
大
臣

七

第
二
条
第
二
項
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主

務
大
臣

八

第
二
条
第
二
項
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

商
品
取
引
所
法
第
三
百
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
大

臣
九

第
二
条
第
二
項
第
三
十
号
及
び
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
（
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

内
閣
総
理
大

臣
及
び
法
務
大
臣

十

第
二
条
第
二
項
第
三
十
号
及
び
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
の
う
ち
国
債
を
取
り
扱
う
者

内
閣
総
理
大
臣
、

法
務
大
臣
及
び
財
務
大
臣

十
一

第
二
条
第
二
項
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
及
び
同
項
第
三
十
八
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
の
う
ち
顧
客
あ



二
七
頁

て
の
電
話
を
受
け
て
そ
の
内
容
を
当
該
顧
客
に
連
絡
す
る
役
務
を
提
供
す
る
業
務
を
行
う
者

総
務
大
臣

十
二

第
二
条
第
二
項
第
三
十
三
号
及
び
第
四
十
三
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

財
務
大
臣

十
三

第
二
条
第
二
項
第
三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
及
び
第
三
十
七
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
並
び
に
同
項
第
三
十
八
号
に

掲
げ
る
特
定
事
業
者
の
う
ち
顧
客
あ
て
の
郵
便
物
を
受
け
取
っ
て
こ
れ
を
当
該
顧
客
に
引
き
渡
す
役
務
を
提
供
す
る
業
務

を
行
う
者

経
済
産
業
大
臣

十
四

第
二
条
第
二
項
第
三
十
六
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
三
条
第
一
項
の
免
許
を
し
た
国
土
交

通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
（
み
な
し
宅
地
建
物
取
引
業
者
で
あ
る
特
定
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
）

十
五

第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

法
務
大
臣

十
六

第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

都
道
府
県
知
事

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
者
（
第
二
条
第
二
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る
特
定
事

業
者
を
除
く
。
）
に
係
る
第
十
条
に
定
め
る
事
項
に
関
す
る
行
政
庁
は
、
前
項
に
定
め
る
行
政
庁
及
び
財
務
大
臣
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
事
業
者
の
う
ち
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
登
録
を
受
け
た

者
が
登
録
金
融
機
関
業
務
（
同
法
第
三
十
三
条
の
五
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
登
録
金
融
機
関
業
務
を
い
う
。
第
六
項
第



二
八
頁

二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
登
録
金
融
機
関
業
務
に
係
る
事
項
に
関
す
る
行
政
庁
は
、
内
閣
総
理
大

臣
と
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
条
第
二
項
第
三
十
七
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
の
う
ち
古
物
営
業
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
百
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
同
法
第
二
条
第
一
項
の
古
物
で
あ
る
貴
金
属
等
の
売
買
の
業

務
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
業
務
に
係
る
事
項
に
関
す
る
行
政
庁
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
道
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
方
面
公
安
委
員
会
に
行
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
権
限
（
金
融
庁
の
所
掌
に
係
る
も
の
に
限
り
、
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）

を
金
融
庁
長
官
に
委
任
す
る
。

６

金
融
庁
長
官
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
権
限
（
第
九
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
に
関
す
る
も
の
を
除
く

。
次
項
に
お
い
て
「
金
融
庁
長
官
権
限
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
も
の
を
証
券
取
引
等
監
視
委
員

会
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
命
ず
る
権
限
は
、
金
融
庁
長
官
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一

第
二
条
第
二
項
第
二
十
号
及
び
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
よ
る
行
為



二
九
頁

二

登
録
金
融
機
関
業
務
に
係
る
行
為

７

金
融
庁
長
官
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
金
融
庁
長
官
権
限
の
う
ち
、
第
二
条
第
二
項
第
二
十
一
号
、
第
三
十

号
及
び
第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
に
よ
る
行
為
（
前
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の
を
証
券
取

引
等
監
視
委
員
会
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
が
行
う
報
告
又
は
資
料
の
提
出
の
命
令
に
つ
い
て
の
行
政
不
服
審

査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
は
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
に
対
し
て
の
み
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

９

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
行
政
庁
の
権
限
に
属
す
る
事
務
（
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
又
は
都
道
府
県
公
安

委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
を
除
く
。
）
の
一
部
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県

知
事
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条
及
び
第
十
三
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
行
政
庁
の
権
限
の
行
使

10
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
主
務
大
臣
等
）



三
〇
頁

第
二
十
一
条

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
特
定
事
業
者
に
係
る
事
項
（
次
号
か
ら
第
四
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
大
臣

イ

ロ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
以
外
の
特
定
事
業
者

前
条
第
一
項
に
定
め
る
行
政
庁
で
あ
る
大
臣

ロ

第
二
条
第
二
項
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る

主
務
大
臣

ハ

第
二
条
第
二
項
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
九
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
二

十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣

ニ

第
二
条
第
二
項
第
三
十
六
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

国
土
交
通
大
臣

ホ

第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

総
務
大
臣

二

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
者
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
事
項

前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
大
臣
及
び
財

務
大
臣

三

前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
者
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
事
項

内
閣
総
理
大
臣



三
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四

前
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
者
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
事
項

国
家
公
安
委
員
会

２

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
法
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水

産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
が
共
同
で
発
す
る
命
令
と
す
る
。

（
事
務
の
区
分
）

第
二
十
二
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も

の
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と

す
る
。

一

農
業
協
同
組
合
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
の
事
業
を
行
う
農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
協
同
組
合
連
合
会

二

水
産
業
協
同
組
合
法
第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
の
事
業
を
行
う
漁
業
協
同
組
合

三

水
産
業
協
同
組
合
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の
事
業
を
行
う
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

四

水
産
業
協
同
組
合
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
事
業
を
行
う
水
産
加
工
業
協
同
組
合

五

水
産
業
協
同
組
合
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
事
業
を
行
う
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会

（
罰
則
）



三
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頁

第
二
十
三
条

第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
二
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又

は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

一

第
十
三
条
若
し
く
は
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
若
し

く
は
資
料
の
提
出
を
し
た
者

二

第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は

虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

第
二
十
五
条

本
人
特
定
事
項
を
隠
ぺ
い
す
る
目
的
で
、
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。

第
二
十
六
条

他
人
に
な
り
す
ま
し
て
特
定
事
業
者
（
第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
及
び
第
三
十
二
号
に
掲
げ

る
特
定
事
業
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
の
間
に
お
け
る
預
貯
金
契
約
に
係
る
役
務
の
提
供
を
受
け
る

こ
と
又
は
こ
れ
を
第
三
者
に
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
当
該
預
貯
金
契
約
に
係
る
預
貯
金
通
帳
、
預
貯
金
の
引
出
用
の
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カ
ー
ド
、
預
貯
金
の
引
出
し
又
は
振
込
み
に
必
要
な
情
報
そ
の
他
特
定
事
業
者
と
の
間
に
お
け
る
預
貯
金
契
約
に
係
る
役
務

の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
預
貯
金
通
帳
等
」
と
い
う
。
）
を
譲
り
受
け

、
そ
の
交
付
を
受
け
、
又
は
そ
の
提
供
を
受
け
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
通
常
の
商
取
引
又
は
金
融
取

引
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
有
償
で
、
預
貯
金
通
帳
等
を
譲
り
受
け
、
そ

の
交
付
を
受
け
、
又
は
そ
の
提
供
を
受
け
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

２

相
手
方
に
前
項
前
段
の
目
的
が
あ
る
こ
と
の
情
を
知
っ
て
、
そ
の
者
に
預
貯
金
通
帳
等
を
譲
り
渡
し
、
交
付
し
、
又
は
提

供
し
た
者
も
、
同
項
と
同
様
と
す
る
。
通
常
の
商
取
引
又
は
金
融
取
引
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
正
当

な
理
由
が
な
い
の
に
、
有
償
で
、
預
貯
金
通
帳
等
を
譲
り
渡
し
、
交
付
し
、
又
は
提
供
し
た
者
も
、
同
様
と
す
る
。

３

業
と
し
て
前
二
項
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又

は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
す
る
よ
う
、
人
を
勧
誘
し
、
又
は
広
告
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
す
る
方
法
に
よ

り
人
を
誘
引
し
た
者
も
、
第
一
項
と
同
様
と
す
る
。

第
二
十
七
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務



三
四
頁

に
関
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
に
対
し
て
当

該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

一

第
二
十
三
条

三
億
円
以
下
の
罰
金
刑

二

第
二
十
四
条

二
億
円
以
下
の
罰
金
刑

三

第
二
十
五
条

同
条
の
罰
金
刑

（
金
融
商
品
取
引
法
の
準
用
）

第
二
十
八
条

金
融
商
品
取
引
法
第
九
章
の
規
定
は
、
第
二
十
条
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
係
る
第
二
十
五
条
及
び
前
条

第
三
号
に
規
定
す
る
罪
の
事
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
第
二
項
（
第
二
十
二
号
及
び
第
二
十
四
号
を
除
く
。
）
、
第
四
条
か
ら
第
十
条
ま
で
及
び
第
十
三
条
か
ら
第
二
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十
八
条
ま
で
の
規
定
並
び
に
次
条
、
附
則
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
附
則
第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
及
び
附
則
第
十

四
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
、
附
則
第
十
九
条
中
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
百
八
十
九
条
及
び
第
百
九
十
条
の
改
正
規
定
並
び
に

同
法
第
百
九
十
六
条
の
改
正
規
定
（
株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
附
則
第
百
二
十
七
条
の
改
正
規
定
を
削
る
部
分
に
限

る
。
）
、
附
則
第
二
十
条
の
規
定
、
附
則
第
二
十
三
条
中
金
融
庁
設
置
法
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
八
条
の
改

正
規
定
及
び
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
二
十
七
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

二

第
二
条
第
二
項
第
二
十
二
号
の
規
定

前
号
に
定
め
る
日
（
以
下
「
一
部
施
行
日
」
と
い
う
。
）
又
は
証
券
取
引
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

三

第
二
条
第
二
項
第
二
十
四
号
の
規
定

一
部
施
行
日
又
は
信
託
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
九
号
）
の
施
行
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

四

附
則
第
八
条
の
規
定

一
部
施
行
日
又
は
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
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等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

五

附
則
第
二
十
一
条
の
規
定

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
附
則
第
三
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
又
は
犯
罪
の

国
際
化
及
び
組
織
化
並
び
に
情
報
処
理
の
高
度
化
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年

法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

（
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
廃
止
）

第
二
条

金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四

年
法
律
第
三
十
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条

犯
罪
の
国
際
化
及
び
組
織
化
並
び
に
情
報
処
理
の
高
度
化
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
の
日
が
施
行
日
後
と
な
る
場
合
に
は
、
同
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
収
税
官
吏
、
税
関
職
員
、
徴
税
吏
員
」
と
あ
る
の
は
「
税
関
職
員
」
と
、
「
第
二
条
第
二
項
第

一
号
イ
若
し
く
は
ロ
若
し
く
は
同
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
罪
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
十
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
別
表

若
し
く
は
第
二
条
第
二
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
罪
、
同
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
規
定
す
る
罪
、
組
織
的
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犯
罪
処
罰
法
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
条
」
と
す
る
。

第
四
条

一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
こ
の
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項

疑
わ
し
い
取
引
の
届
出

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
五
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
届
出

第
九
条
、

同
条
並
び
に

第
十
二
条
第
一
項

第
九
条
、

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
五
十
四
条
並
び
に

第
五
条

株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
の
日
が
一
部
施
行
日
後
と
な
る
場
合
に
は
、
同
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
条
第
二
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
三
十
号
中
「
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
株
券
等
の
保
管
及
び

振
替
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
管
振
替
機
関
及
び
社
債
等
の
振
替

に
関
す
る
法
律
」
と
、
同
項
第
三
十
一
号
中
「
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
株
券
等
の
保
管
及

び
振
替
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
参
加
者
及
び
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」
と
す
る
。



三
八
頁

第
六
条

郵
政
民
営
化
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
施
行
の
日
が
一
部
施
行
日
後
と
な
る
場
合
に
は
、
同
法
の
施

行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
条
第
二
項
第
三
十
二
号
及
び
第
十
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号

中
「
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
」
と
あ
る
の
は
「
日
本
郵
政
公
社
」
と
、
同
項
中
「
第
十
五
号

ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
号
ま
で
及
び
第
三
十
二
号
」
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
郵
政
民
営
化
法
の
施
行
の
日
前
に
、
日
本
郵
政
公
社
の
業
務
（
同
法
、
独
立
行
政

法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
一
号
）
又
は
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
号
）
の
規
定
に
よ
り
郵
政
民
営
化
法
第
九
十
四
条
に
規
定
す

る
郵
便
貯
金
銀
行
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
郵
便
貯
金
銀
行
」
と
い
う
。
）
の
業
務
と
さ
れ
る
も
の
（
郵
政
民
営
化

法
の
施
行
の
日
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
郵
便
貯
金
銀
行
の
業
務
と
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
郵
便
貯
金
銀
行
移
行
業
務
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
に
関
し
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
日
本
郵
政
公
社
に
対
し

て
行
い
、
又
は
日
本
郵
政
公
社
が
行
っ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
郵
便
貯
金
銀
行
に
対

し
て
行
い
、
又
は
郵
便
貯
金
銀
行
が
行
っ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
郵
政
民
営
化
法
の
施
行
の
日
前
に
、
日
本
郵
政
公
社
の
業
務
（
郵
便
貯
金
銀
行
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移
行
業
務
を
除
く
。
）
に
関
し
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
日
本
郵
政
公
社
に
対
し
て
行
い
、
又
は
日
本
郵
政
公
社
が
行

っ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
に

対
し
て
行
い
、
又
は
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
が
行
っ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な

す
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
郵
政
民
営
化
法
の
施
行
の
日
前
に
日
本
郵
政
公
社
が
行
っ
た
特
定
業
務
に
関
す

る
同
日
以
後
の
第
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
郵
便
貯
金
銀
行
移
行
業
務
は
郵
便
貯
金
銀
行
が
、
郵
便
貯
金
銀
行
移

行
業
務
以
外
の
日
本
郵
政
公
社
の
業
務
は
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
も
の

と
み
な
す
。

第
七
条

証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
が
一
部

施
行
日
後
と
な
る
場
合
に
は
、
同
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
こ
の
法
律
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
二
十
号

金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

証
券
会
社
、
外
国
証
券
業
者
に
関
す
る
法
律

第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す

（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
五
号
）
第
二
条
第
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る
金
融
商
品
取
引
業
者

二
号
に
規
定
す
る
外
国
証
券
会
社
（
第
二
十

条
第
六
項
第
一
号
に
お
い
て
単
に
「
外
国
証

券
会
社
」
と
い
う
。
）
、
投
資
信
託
及
び
投

資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法

律
第
百
九
十
八
号
）
第
二
条
第
十
八
項
に
規

定
す
る
投
資
信
託
委
託
業
者
（
第
二
十
条
第

六
項
第
一
号
に
お
い
て
単
に
「
投
資
信
託
委

託
業
者
」
と
い
う
。
）
、
信
託
業
法
（
平
成

十
六
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
二
条
第
十

一
項
に
規
定
す
る
信
託
受
益
権
販
売
業
者
、

抵
当
証
券
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
六
十
二
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
二
条
第

二
項
に
規
定
す
る
抵
当
証
券
業
者
、
商
品
投
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資
に
係
る
事
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平

成
三
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
二
条
第
五
項

に
規
定
す
る
商
品
投
資
販
売
業
者
（
第
二
十

条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
単
に
「
商
品
投

資
販
売
業
者
」
と
い
う
。
）
及
び
金
融
先
物

取
引
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
七
十
七
号

）
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
金
融
先
物

取
引
業
者
（
第
二
十
条
第
六
項
第
一
号
に
お

い
て
単
に
「
金
融
先
物
取
引
業
者
」
と
い
う

。
）

第
二
条
第
二
項
第
二
十
一

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
三
十
項

証
券
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十

号

五
号
）
第
二
条
第
三
十
二
項

第
二
十
条
第
一
項
第
一
号

か
ら
第
二
十
四
号
ま
で

、
第
二
十
一
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
四
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号

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
総
理
大
臣
（
同
項
第
二
十
号
に
掲
げ
る

特
定
事
業
者
（
商
品
投
資
販
売
業
者
に
限
る

。
）
に
あ
っ
て
は
、
商
品
投
資
に
係
る
事
業

の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
主
務
大
臣
）

第
二
十
条
第
三
項

金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
三
条
の
二

証
券
取
引
法
第
六
十
五
条
の
二
第
一
項

登
録
金
融
機
関
業
務
（
同
法
第
三
十
三
条

同
法
第
六
十
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
有

の
五
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
登
録
金

価
証
券
又
は
取
引
に
係
る
同
項
各
号
に
定
め

融
機
関
業
務
を
い
う
。
第
六
項
第
二
号
に

る
行
為
（
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
該
当
す

お
い
て
同
じ
。
）

る
も
の
を
除
く
。
）

当
該
登
録
金
融
機
関
業
務

当
該
行
為

第
二
十
条
第
六
項
第
一
号

第
二
条
第
二
項
第
二
十
号
及
び
第
二
十
二

第
二
条
第
二
項
第
二
十
号
に
掲
げ
る
特
定
事



四
三
頁

号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

業
者
（
証
券
会
社
、
外
国
証
券
会
社
、
投
資

信
託
委
託
業
者
及
び
金
融
先
物
取
引
業
者
に

限
る
。
）

第
二
十
条
第
六
項
第
二
号

登
録
金
融
機
関
業
務
に
係
る

第
三
項
に
規
定
す
る

第
二
十
八
条
（
見
出
し
を

金
融
商
品
取
引
法

証
券
取
引
法

含
む
。
）

第
八
条

証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起

算
し
て
六
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
条
第
二
項
第
二
十
号
及
び
第
二
十
条
第
六
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
二
項
第
二
十
号
中
「
金
融
商
品
取
引
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
金
融
商
品
取
引
業
者
（
第
二
十
条
第

六
項
第
一
号
に
お
い
て
単
に
「
金
融
商
品
取
引
業
者
」
と
い
う
。
）
及
び
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旧
抵
当

証
券
業
者
」
と
、
第
二
十
条
第
六
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
二
十
号
及
び
第
二
十
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第

二
項
第
二
十
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者
（
金
融
商
品
取
引
業
者
に
限
る
。
）
及
び
同
項
第
二
十
二
号
」
と
す
る
。
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第
九
条

信
託
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
が
一
部
施
行
日
後
と
な
る
場
合
に
は
、
同

法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
第
二
十
四

号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
十
三
号
」
と
す
る
。

第
十
条

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
五
号
）
の
施
行
の
日
が

一
部
施
行
日
後
と
な
る
場
合
に
は
、
同
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
条
第
二
項
第
二
十
七
号
及
び
第
二

十
八
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
貸
金
業
法
」
と
あ
る
の
は
、
「
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法

律
」
と
す
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
項

及
び
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年

法
律
第
三
十
二
号
）
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

犯
罪
に
よ
る
収
益

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
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の
移
転
防
止
に
関

る
者
に
係
る
も
の

す
る
法
律
（
平
成

一

農
業
協
同
組
合
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
の
事
業
を
行
う
農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
協
同

十
九
年
法
律
第

組
合
連
合
会

二
十
二
号
）

二

水
産
業
協
同
組
合
法
第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
の
事
業
を
行
う
漁
業
協
同
組
合

三

水
産
業
協
同
組
合
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の
事
業
を
行
う
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

四

水
産
業
協
同
組
合
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
事
業
を
行
う
水
産
加
工
業
協
同
組
合

五

水
産
業
協
同
組
合
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
事
業
を
行
う
水
産
加
工
業
協
同
組
合

連
合
会

（
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
居
所
」
の
下
に
「
（
本
邦
内
に
住
所
又
は
居
所
を
有
し
な
い
外
国
人
で
政
令
で
定
め
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
）
」
を
加
え
る
。

（
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
の
一
部
改
正
）
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第
十
三
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
四
条
第
三
項
中
「
金
融
庁
長
官
」
の
下
に
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
、
主
務
大

臣
が
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
場
合
を
除
き
」
を
削
り
、
「
金
融
庁
長
官
」
を
「
国
家
公
安
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
か
ら
第
五
十
八
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
か
ら
第
五
十
八
条
ま
で

削
除

第
十
四
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
章

疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
（
第
五
十
四
条
―
第
五
十
八
条
）
」
を
「
第
五
章

削
除
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
並
び
に
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
」
を
削
る
。

第
五
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
章

削
除

第
五
十
四
条
か
ら
第
五
十
八
条
ま
で

削
除

（
株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一

部
改
正
）
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第
十
五
条

株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
三
条
中
「
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
三
十
二
号
）
」
を
「
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十

二
号
）
」
に
改
め
る
。

附
則
第
百
二
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
二
十
七
条

削
除

（
日
本
郵
政
公
社
に
よ
る
証
券
投
資
信
託
の
受
益
証
券
の
募
集
の
取
扱
い
等
の
た
め
の
日
本
郵
政
公
社
の
業
務
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

日
本
郵
政
公
社
に
よ
る
証
券
投
資
信
託
の
受
益
証
券
の
募
集
の
取
扱
い
等
の
た
め
の
日
本
郵
政
公
社
の
業
務
の
特

例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
見
出
し
を
「
（
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
適
用
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
金
融
機
関
等

に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
三
十
二
号



四
八
頁

）
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
二
十
条

第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
日
本
郵
政
公
社
に
よ
る
証
券
投
資
信
託
の
受
益
証
券
の
募
集
の
取
扱
い
等
の
た
め
の
日
本
郵
政
公
社
の
業
務
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
七
条

証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
が
一

部
施
行
日
後
と
な
る
場
合
に
は
、
同
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
日
本
郵
政
公
社

に
よ
る
証
券
投
資
信
託
の
受
益
証
券
の
募
集
の
取
扱
い
等
の
た
め
の
日
本
郵
政
公
社
の
業
務
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
八

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
第
二
十
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
三
項
」
と
す
る
。

（
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
三
条
中
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
第
五
十
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
削

る
。



四
九
頁

第
百
二
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
二
十
二
条

削
除

附
則
第
百
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
八
条

削
除

附
則
第
百
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
四
条

削
除

（
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
十
八
条
の
う
ち
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
別
表
第
二
中
第
十
六
号
を
第
三

十
一
号
と
し
、
第
十
五
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
二
号
を
加
え
る
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
十
三
条
第
二
項
第
四
号
中
「
別
表
第
二
第
九
号
」
を
「
別
表
第
二
第
十
九
号
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
九
条
及
び
第
百
九
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



五
〇
頁

第
百
八
十
九
条
及
び
第
百
九
十
条

削
除

第
百
九
十
六
条
の
う
ち
株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
五
十
五
条
の
改
正
規
定
中
「
第
百
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
中
「
超
え
る
」
を
、
「
第
百
三
条
の

二
第
一
項
」
の
下
に
「
中
「
数
の
」
を
加
え
、
同
法
附
則
第
百
二
十
七
条
の
改
正
規
定
を
削
る
。

（
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条

削
除

（
犯
罪
の
国
際
化
及
び
組
織
化
並
び
に
情
報
処
理
の
高
度
化
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部

改
正
）

第
二
十
一
条

犯
罪
の
国
際
化
及
び
組
織
化
並
び
に
情
報
処
理
の
高
度
化
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
第
五
十
六
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
削
る
。



五
一
頁

（
警
察
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
第
二
十
四
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
七
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

犯
罪
に
よ
る
収
益
に
関
す
る
情
報
の
集
約
、
整
理
及
び
分
析
並
び
に
関
係
機
関
に
対
す
る
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
第
二
十
三
号
」
を
「
第
五
条
第
二
項
第
二
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
第
十
三
号
ま
で
、
第
十
五
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
及
び
第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
四
号
」
を
「
第

十
四
号
ま
で
、
第
十
六
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
及
び
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
」
を
「
第
五
条
第
二
項
第
十
七
号
及
び
第
十
八
号
」

に
改
め
る
。



五
二
頁

（
金
融
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

金
融
庁
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
十
三
号
の
二
を
削
る
。

第
八
条
中
「
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
三
十
二
号
）
」
を
「
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）

」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る

法
律
」
を
「
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

（
処
分
、
手
続
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
四
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
廃
止
又
は
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他

の
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
に
相
当
の
規
定
が
あ
る

も
の
は
、
こ
の
附
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ

の
法
律
の
相
当
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。



五
三
頁

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
五
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る

罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
六
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措

置
を
含
む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
の
た
め
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
状
況
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の

第
二
十
七
条

移
転
防
止
に
関
す
る
国
際
的
動
向
等
を
勘
案
し
、
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る

も
の
と
す
る
。



犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
案
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一
頁

○
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
附
則
第
十
一
条
関
係
）

改

正

案

現

行

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
削
る
。
）

（
削
る
。
）

組
織
的
な
犯
罪
の

第
五
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

処
罰
及
び
犯
罪
収

県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

益
の
規
制
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成

十
一
年
法
律
第
百

三
十
六
号
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
削
る
。
）

（
削
る
。
）

金
融
機
関
等
に
よ

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と

る
顧
客
等
の
本
人

さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も
の

確
認
等
及
び
預
金

一

農
業
協
同
組
合
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
の
事
業
を

口
座
等
の
不
正
な

行
う
農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
協
同
組
合
連
合
会

利
用
の
防
止
に
関

二

水
産
業
協
同
組
合
法
第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
の
事

す
る
法
律
（
平
成

業
を
行
う
漁
業
協
同
組
合



二
頁

十
四
年
法
律
第
三

三

水
産
業
協
同
組
合
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の

十
二
号
）

事
業
を
行
う
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

四

水
産
業
協
同
組
合
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の

事
業
を
行
う
水
産
加
工
業
協
同
組
合

五

水
産
業
協
同
組
合
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の

事
業
を
行
う
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

犯
罪
に
よ
る
収
益

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と

の
移
転
防
止
に
関

さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も
の

す
る
法
律
（
平
成

一

農
業
協
同
組
合
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
の
事
業
を

十
九
年
法
律
第

行
う
農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
協
同
組
合
連
合
会

号
）

二

水
産
業
協
同
組
合
法
第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
の
事

業
を
行
う
漁
業
協
同
組
合

三

水
産
業
協
同
組
合
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の

事
業
を
行
う
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

四

水
産
業
協
同
組
合
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の

事
業
を
行
う
水
産
加
工
業
協
同
組
合

五

水
産
業
協
同
組
合
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の

事
業
を
行
う
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会



三
頁

○
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
（
附
則
第
十
二
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
銀
行
等
の
本
人
確
認
義
務
等
）

（
銀
行
等
の
本
人
確
認
義
務
等
）

第
十
八
条

銀
行
等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
顧
客
と
本
邦
か
ら
外
国
へ
向
け
た
支
払
又

第
十
八
条

銀
行
等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
顧
客
と
本
邦
か
ら
外
国
へ
向
け
た
支
払
又

は
非
居
住
者
と
の
間
で
す
る
支
払
等
（
当
該
顧
客
が
非
居
住
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。

は
非
居
住
者
と
の
間
で
す
る
支
払
等
（
当
該
顧
客
が
非
居
住
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。

）
に
係
る
為
替
取
引
（
政
令
で
定
め
る
小
規
模
の
支
払
又
は
支
払
等
に
係
る
も
の
を
除

）
に
係
る
為
替
取
引
（
政
令
で
定
め
る
小
規
模
の
支
払
又
は
支
払
等
に
係
る
も
の
を
除

く
。
以
下
「
特
定
為
替
取
引
」
と
い
う
。
）
を
行
う
に
際
し
て
は
、
当
該
顧
客
に
つ
い

く
。
以
下
「
特
定
為
替
取
引
」
と
い
う
。
）
を
行
う
に
際
し
て
は
、
当
該
顧
客
に
つ
い

て
、
運
転
免
許
証
の
提
示
を
受
け
る
方
法
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
る

て
、
運
転
免
許
証
の
提
示
を
受
け
る
方
法
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
る

当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
（
以
下
「
本
人
特
定
事
項
」
と
い
う
。
）
の
確
認
（
以
下
「

当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
（
以
下
「
本
人
特
定
事
項
」
と
い
う
。
）
の
確
認
（
以
下
「

本
人
確
認
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
人
確
認
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

自
然
人

氏
名
、
住
所
又
は
居
所
（
本
邦
内
に
住
所
又
は
居
所
を
有
し
な
い
外
国

一

自
然
人

氏
名
、
住
所
又
は
居
所
及
び
生
年
月
日

人
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
）
及
び
生
年
月

日
二

法
人

名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二

法
人

名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）



四
頁

○
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
（
附
則
第
十
三
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
金
融
機
関
等
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
等
）

（
金
融
機
関
等
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
等
）

第
五
十
四
条

（
略
）

第
五
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
届
出
に

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
届
出
に

係
る
事
項
を
主
務
大
臣
（
主
務
大
臣
が
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
金

係
る
事
項
を
主
務
大
臣
（
主
務
大
臣
が
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
金

融
庁
長
官
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

融
庁
長
官
）
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
届
出
又
は
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、

４

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
届
出
又
は
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
主
務
大
臣
が

当
該
届
出
又
は
通
知
に
係
る
事
項
を
国
家
公
安
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
速
や
か
に
、
当
該
届
出
又
は
通
知
に
係
る
事
項

を
金
融
庁
長
官
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

第
五
十
五
条
か
ら
第
五
十
八
条
ま
で

削
除

第
五
十
五
条

削
除

（
捜
査
機
関
等
へ
の
情
報
提
供
等
）

第
五
十
六
条

金
融
庁
長
官
は
、
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
金
融
庁
長
官
に
届
け
出
ら

れ
又
は
通
知
さ
れ
た
事
項
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
の
職
務
に
相
当
す
る
職

務
を
行
う
外
国
の
機
関
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
及
び
こ
れ
ら
を
整
理
し
又
は
分
析
し
た

結
果
（
以
下
「
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
」
と
い
う
。
）
が
検
察
官
、
検
察
事
務

官
若
し
く
は
司
法
警
察
職
員
又
は
税
関
職
員
若
し
く
は
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
の
職



五
頁

員
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
検
察
官
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
別
表
若
し
く
は
第
二

条
第
二
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
罪
、
同
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
規

定
す
る
罪
、
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
条
若
し
く
は
第
十
一
条
の
罪
、

麻
薬
特
例
法
第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
罪
又
は
麻
薬
特
例
法
第
六
条
若
し
く
は
第

七
条
の
罪
に
係
る
刑
事
事
件
の
捜
査
又
は
犯
則
事
件
の
調
査
に
資
す
る
と
認
め
る
と
き

は
、
こ
れ
を
検
察
官
等
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

２

検
察
官
等
は
、
前
項
に
規
定
す
る
罪
に
係
る
刑
事
事
件
の
捜
査
又
は
犯
則
事
件
の
調

査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
金
融
庁
長
官
に
対
し
、
疑
わ
し
い
取
引
に

関
す
る
情
報
の
記
録
の
閲
覧
若
し
く
は
謄
写
又
は
そ
の
写
し
の
送
付
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
外
国
の
機
関
へ
の
情
報
提
供
）

第
五
十
七
条

金
融
庁
長
官
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
の
機
関
に
対
し
、
そ
の

職
務
（
こ
の
章
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
の
職
務
に
相
当
す
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
遂
行
に
資
す
る
と
認
め
る
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
当
該
疑

わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
が
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
の
機
関
の
職
務
の
遂
行

以
外
に
使
用
さ
れ
ず
、
か
つ
、
次
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
な
け
れ
ば
外
国
の
刑
事
事

件
の
捜
査
（
そ
の
対
象
た
る
犯
罪
事
実
が
特
定
さ
れ
た
後
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
審

判
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
捜
査
等
」
と
い
う
。
）
に
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
適
切
な

措
置
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

金
融
庁
長
官
は
、
外
国
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に



六
頁

該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
供
し
た
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る

情
報
を
当
該
要
請
に
係
る
刑
事
事
件
の
捜
査
等
に
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
要
請
に
係
る
刑
事
事
件
の
捜
査
等
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
が
政
治
犯
罪

で
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
要
請
が
政
治
犯
罪
に
つ
い
て
捜
査
等
を
行
う
目
的
で
行
わ

れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

国
際
約
束
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
関

す
る
国
際
約
束
を
い
う
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合

を
除
き
、
当
該
要
請
に
係
る
刑
事
事
件
の
捜
査
等
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
に
係

る
行
為
が
日
本
国
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
が
日

本
国
の
法
令
に
よ
れ
ば
罪
に
当
た
る
も
の
で
な
い
と
き
。

三

日
本
国
が
行
う
同
種
の
要
請
に
応
ず
る
旨
の
要
請
国
の
保
証
が
な
い
と
き
。

４

金
融
庁
長
官
は
、
前
項
の
同
意
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
同
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
法
務
大
臣
の
確
認
を
、
同
項
第
三
号

に
該
当
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
外
務
大
臣
の
確
認
を
、
そ
れ
ぞ
れ
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
提
供
が
、
疑
わ
し
い
取
引

に
関
す
る
情
報
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
外
国
の
刑
事
事
件
の
捜
査
等
（
政
治
犯
罪

に
つ
い
て
の
捜
査
等
以
外
の
捜
査
等
に
限
る
。
）
の
範
囲
を
定
め
た
国
際
約
束
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
当
該
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報

の
使
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
項
の
同
意
が
あ
る
も
の
と
み
な
す
。

（
関
係
行
政
機
関
の
協
力
）



七
頁

第
五
十
八
条

関
係
行
政
機
関
は
、
こ
の
章
の
規
定
の
実
施
に
つ
い
て
、
相
互
に
協
力
す

る
も
の
と
す
る
。



八
頁

○

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
（
附
則
第
十
四
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（

附

則

第

十

三

条

に

よ

る

改

正

後

の

も

の

。

）

目
次

目
次

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

第
五
章

削
除

第
五
章

疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
（
第
五
十
四
条
―
第
五
十
八
条
）

第
六
章
・
第
七
章

（
略
）

第
六
章
・
第
七
章

（
略
）

雑
則

（
略
）

雑
則

（
略
）

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
組
織
的
な
犯
罪
が
平
穏
か
つ
健
全
な
社
会
生
活
を
著
し
く
害
し

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
組
織
的
な
犯
罪
が
平
穏
か
つ
健
全
な
社
会
生
活
を
著
し
く
害
し

、
及
び
犯
罪
に
よ
る
収
益
が
こ
の
種
の
犯
罪
を
助
長
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
用
い
た

、
及
び
犯
罪
に
よ
る
収
益
が
こ
の
種
の
犯
罪
を
助
長
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
用
い
た

事
業
活
動
へ
の
干
渉
が
健
全
な
経
済
活
動
に
重
大
な
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
か
ん
が

事
業
活
動
へ
の
干
渉
が
健
全
な
経
済
活
動
に
重
大
な
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
組
織
的
に
行
わ
れ
た
殺
人
等
の
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
強
化
し
、
犯
罪
に
よ
る
収

み
、
組
織
的
に
行
わ
れ
た
殺
人
等
の
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
強
化
し
、
犯
罪
に
よ
る
収

益
の
隠
匿
及
び
収
受
並
び
に
こ
れ
を
用
い
た
法
人
等
の
事
業
経
営
の
支
配
を
目
的
と
す

益
の
隠
匿
及
び
収
受
並
び
に
こ
れ
を
用
い
た
法
人
等
の
事
業
経
営
の
支
配
を
目
的
と
す

る
行
為
を
処
罰
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
に
係
る
没
収
及
び
追
徴
の
特
例
等

る
行
為
を
処
罰
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
に
係
る
没
収
及
び
追
徴
の
特
例
並

に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

び
に
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
五
章

削
除

第
五
章

疑
わ
し
い
取
引
の
届
出

第
五
十
四
条
か
ら
第
五
十
八
条
ま
で

削
除

（
金
融
機
関
等
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
等
）

第
五
十
四
条

銀
行
、
日
本
郵
政
公
社
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
金
融
機
関
及
び
そ
の
他

政
令
で
定
め
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
金
融
機
関
等
」
と
い
う
。
）
は
、
政
令



九
頁

で
定
め
る
業
務
に
お
い
て
収
受
し
た
財
産
が
犯
罪
収
益
等
若
し
く
は
薬
物
犯
罪
収
益
等

で
あ
る
疑
い
が
あ
り
、
又
は
当
該
業
務
に
係
る
取
引
の
相
手
方
が
当
該
業
務
に
関
し
第

十
条
の
罪
若
し
く
は
麻
薬
特
例
法
第
六
条
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
行
っ
て
い
る
疑
い
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
速
や
か
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
政
令
で
定
め
る
事
項
を
主
務
大
臣
（
主
務
大
臣
が
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
金
融
庁
長
官
と
し
、
政
令
で
定
め
る
金
融
機
関
等
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知
事

と
す
る
。
）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

金
融
機
関
等
（
そ
の
役
員
及
び
使
用
人
を
含
む
。
）
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
行
お
う
と
す
る
こ
と
又
は
行
っ
た
こ
と
を
当
該
届
出
に
係
る
取
引
の
相
手
方
又
は
そ

の
者
の
関
係
者
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
届
出
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
届
出
に

係
る
事
項
を
主
務
大
臣
（
主
務
大
臣
が
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
金

融
庁
長
官
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
届
出
又
は
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、

当
該
届
出
又
は
通
知
に
係
る
事
項
を
国
家
公
安
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事

務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に

規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

第
五
十
五
条
か
ら
第
五
十
八
条
ま
で

削
除



一
〇
頁

○
株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
（
附
則
第
十
五
条
関
係
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

第
十
三
条

附
則
第
七
条
第
一
項
前
段
、
第
三
項
前
段
若
し
く
は
第
五
項
前
段
の
規
定
又

第
十
三
条

附
則
第
七
条
第
一
項
前
段
、
第
三
項
前
段
若
し
く
は
第
五
項
前
段
の
規
定
又

は
附
則
第
八
条
第
四
項
前
段
若
し
く
は
附
則
第
九
条
第
二
項
本
文
の
申
出
に
よ
る
口
座

は
附
則
第
八
条
第
四
項
前
段
若
し
く
は
附
則
第
九
条
第
二
項
本
文
の
申
出
に
よ
る
口
座

の
開
設
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年

の
開
設
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等

法
律
第

号
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
三
十
二
号
）
の
規
定
は

、
適
用
し
な
い
。

（
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防

止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
二
十
七
条

削
除

第
百
二
十
七
条

金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正

な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
十
四
号
及
び
第
三
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
十
四
及
び
三
十
五

削
除

第
二
条
第
三
十
六
号
及
び
第
三
十
七
号
中
「
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」
を
「

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
五
項
本
文
中
「
及
び
第
三
十
四
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
」
を
「
、
第

三
十
六
号
及
び
第
三
十
七
号
」
に
改
め
る
。



一
一
頁

○
日
本
郵
政
公
社
に
よ
る
証
券
投
資
信
託
の
受
益
証
券
の
募
集
の
取
扱
い
等
の
た
め
の
日
本
郵
政
公
社
の
業
務
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
附
則
第

十
六
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
適
用
）

（
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防

止
に
関
す
る
法
律
の
適
用
）

第
八
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
日
本
郵
政
公
社
の
業
務
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
犯
罪

第
八
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
日
本
郵
政
公
社
の
業
務
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
金
融

に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第

号
）
第
二
十

機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関

条
第
三
項
中
「
第
三
十
三
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
の
二
（
日
本
郵
政
公

す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
十
三
条
第
二
項
中
「
第
三
十
三
条
の

社
に
よ
る
証
券
投
資
信
託
の
受
益
証
券
の
募
集
の
取
扱
い
等
の
た
め
の
日
本
郵
政
公
社

二
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
の
二
（
日
本
郵
政
公
社
に
よ
る
証
券
投
資
信
託
の
受

の
業
務
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
七
条
の
規

益
証
券
の
募
集
の
取
扱
い
等
の
た
め
の
日
本
郵
政
公
社
の
業
務
の
特
例
等
に
関
す
る
法

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
「
同
法
」
と
あ
る
の
は
「

律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

金
融
商
品
取
引
法
」
と
す
る
。

る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
「
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
金
融
商
品
取
引
法
」
と
す
る
。



一
二
頁

○
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
号
）
（
附
則
第
十
八
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
十
三
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

第
百
十
三
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
一
年
法
律
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

十
一
年
法
律
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
削
る
。
）

第
五
十
四
条
第
一
項
中
「
、
日
本
郵
政
公
社
」
を
削
る
。

（
略
）

（
略
）

（
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防

止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
二
十
二
条

削
除

第
百
二
十
二
条

金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正

な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
十
八

独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構

附

則

附

則

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

う
経
過
措
置
）

第
百
八
条

削
除

第
百
八
条

郵
便
貯
金
銀
行
及
び
機
構
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
旧
公
社
が
政
令
で
定

め
る
業
務
に
お
い
て
収
受
し
た
財
産
が
犯
罪
収
益
等
（
第
百
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改



一
三
頁

正
前
の
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四

項
に
規
定
す
る
犯
罪
収
益
等
を
い
う
。
）
若
し
く
は
薬
物
犯
罪
収
益
等
（
同
条
第
七
項

に
規
定
す
る
薬
物
犯
罪
収
益
等
を
い
う
。
）
で
あ
る
疑
い
が
あ
り
、
又
は
当
該
業
務
に

係
る
取
引
の
相
手
方
が
当
該
業
務
に
関
し
同
法
第
十
条
の
罪
若
し
く
は
国
際
的
な
協
力

の
下
に
規
制
薬
物
に
係
る
不
正
行
為
を
助
長
す
る
行
為
等
の
防
止
を
図
る
た
め
の
麻
薬

及
び
向
精
神
薬
取
締
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
九
十
四
号
）

第
六
条
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
行
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
速
や
か
に
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
政
令
で
定
め
る
事
項
を
主
務
大

臣
（
主
務
大
臣
が
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
金
融
庁
長
官
）
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
百
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
組
織
的
な
犯

罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
届
出
と
み
な
す
。

（
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防

止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
百
十
四
条

削
除

第
百
十
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
、
第
百
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
金
融

機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関

す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
旧
公
社
に
対
し

て
行
い
、
又
は
旧
公
社
が
行
っ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
（
次
に
掲
げ
る
業
務
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
整
備
法
等
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
同
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等

の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
同
項
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。
）
の
相



一
四
頁

当
す
る
規
定
に
よ
り
郵
便
貯
金
銀
行
に
対
し
て
行
い
、
又
は
郵
便
貯
金
銀
行
が
行
っ
た

処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

一

旧
郵
便
貯
金
法
の
規
定
に
よ
る
業
務
（
附
則
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
郵
便

貯
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

二

旧
郵
便
為
替
法
の
規
定
に
よ
る
業
務
（
附
則
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
郵
便

為
替
（
旧
軍
事
郵
便
貯
金
等
特
別
処
理
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
軍
事
郵
便
為

替
に
該
当
す
る
も
の
及
び
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
外
地
郵
便
為
替
に
該
当
す
る
も

の
に
限
る
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

三

旧
郵
便
振
替
法
の
規
定
に
よ
る
業
務
（
附
則
第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る

郵
便
振
替
（
旧
軍
事
郵
便
貯
金
等
特
別
処
理
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
外
地
郵

便
振
替
貯
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
も
の
及
び
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現

に
存
す
る
旧
郵
便
振
替
法
の
規
定
に
よ
る
郵
便
振
替
の
口
座
（
旧
軍
事
郵
便
貯
金
等

特
別
処
理
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
外
地
郵
便
振
替
貯
金
に
係
る
も
の
に
限
る

。
）
の
預
り
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

四

旧
郵
便
貯
金
利
子
寄
附
委
託
法
の
規
定
に
よ
る
業
務

五

旧
郵
便
振
替
預
り
金
寄
附
委
託
法
の
規
定
に
よ
る
業
務

六

旧
簡
易
生
命
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
業
務

２

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
、
旧
法
の
規
定
に
よ
り
、
旧
公
社
に
対
し
て
行
い
、
又
は
旧

公
社
が
行
っ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
（
前
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
は
、
整
備
法
等
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
新
法
の
相
当
す
る

規
定
に
よ
り
機
構
に
対
し
て
行
い
、
又
は
機
構
が
行
っ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為

と
み
な
す
。



一
五
頁

○
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
六
号
）
（
附
則
第
十
九
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
七
十
八
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平

第
百
七
十
八
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
。
以
下
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。
）
の
一
部

成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
。
以
下
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
第
四
号
中
「
別
表
第
二
第
九
号
」
を
「
別
表
第
二
第
十
九
号
」
に

改
め
る
。

別
表
第
二
中
第
十
六
号
を
第
三
十
一
号
と
し
、
第
十
五
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
同

別
表
第
二
中
第
十
六
号
を
第
三
十
一
号
と
し
、
第
十
五
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
同

号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

（
略
）

（
略
）

（
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防

止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
八
十
九
条
及
び
第
百
九
十
条

削
除

第
百
八
十
九
条

金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正

な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
八
号
を
削
り
、
同
条
第
十
七
号
の
二
を
同
条
第
十
八
号
と
し
、
同
条
第

十
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
九

金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
九
項
に

規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者



一
六
頁

第
二
条
第
二
十
号
中
「
証
券
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条

第
三
十
二
項
」
を
「
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
三
十
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
一

削
除

第
二
条
第
二
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
四

削
除

第
二
条
第
二
十
六
号
及
び
第
二
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
六
及
び
二
十
七

削
除

第
二
条
第
三
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
十
三

削
除

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
一
号
」
を
「
第
二
十
号
」
に
、
「
か
ら
第
二

十
六
号
ま
で
、
」
を
「
、
第
二
十
五
号
及
び
」
に
改
め
、
「
及
び
第
三
十
三
号
」
を
削

り
、
同
項
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

削
除

第
十
三
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

第
二
条
第
四
十
号
に
掲
げ
る
金
融
機
関
等

政
令
で
定
め
る
行
政
庁

第
十
三
条
第
二
項
中
「
証
券
取
引
法
第
六
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
金
融
商
品
取

引
法
第
三
十
三
条
の
二
」
に
、
「
同
法
第
六
十
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
有
価
証
券

又
は
取
引
に
係
る
同
項
各
号
に
定
め
る
行
為
（
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
も

の
を
除
く
。
）
」
を
「
登
録
金
融
機
関
業
務
（
同
法
第
三
十
三
条
の
五
第
一
項
第
三
号

に
規
定
す
る
登
録
金
融
機
関
業
務
を
い
う
。
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に

、
「
当
該
行
為
」
を
「
当
該
登
録
金
融
機
関
業
務
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中

「
第
二
条
第
十
八
号
、
第
十
九
号
、
第
二
十
一
号
及
び
第
三
十
三
号
」
を
「
第
二
条
第



一
七
頁

十
九
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

登
録
金
融
機
関
業
務
に
係
る
行
為

第
十
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
証
券
取
引
法
」
を
「
金
融
商
品
取
引
法
」
に

改
め
る
。

（
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防

止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
百
九
十
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
効

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
抵
当
証
券
業
規
制
法
の
規
定
に
よ
り
抵
当
証
券
の
販
売

又
は
そ
の
代
理
若
し
く
は
媒
介
を
行
っ
て
い
る
旧
抵
当
証
券
業
者
に
つ
い
て
は
、
前
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座

等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
十
六
号
及
び
第
十
三
条
第
一
項

第
一
号
の
規
定
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
六
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
な
お

効
力
を
有
す
る
。

（
株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法

（
株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
九
十
六
条

株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替

第
百
九
十
六
条

株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
一

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
略
）

（
略
）

附
則
第
五
十
五
条
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
四
第
二
項

附
則
第
五
十
五
条
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
四
第
二
項

」
に
、
「
第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
二
、
第
六
十
五
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第

」
に
、
「
第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
二
、
第
六
十
五
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第



一
八
頁

三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
第
百
三
条
第
一
項
中
「
超
え
る
」
を
「
第
百
三
条

三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
第
百
三
条
第
一
項
」
を
「
第
百
三
条
の
二
第
一
項

の
二
第
一
項
中
「
数
の
」
に
改
め
る
。

」
に
改
め
る
。

（
略
）

（
略
）

（
削
る
。
）

附
則
第
百
二
十
七
条
中
「
第
十
三
条
第
五
項
本
文
中
「
及
び
」
を
「
第
十
三
条
第
一

項
第
十
号
中
「
」
に
改
め
、
「
ま
で
」
を
」
の
下
に
「
「
第
三
十
六
号
及
び
第
三
十
七

号
」
に
、
同
条
第
五
項
中
「
及
び
第
三
十
四
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
」
を
」
を
加
え

る
。

（
略
）

（
略
）



一
九
頁

○
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
五
号
）
（
附
則
第
二
十
条
関
係
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防

止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
七
条

削
除

第
五
十
七
条

金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な

利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
十
九
号
中
「
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
貸
金
業
法
」
に

改
め
る
。



二
〇
頁

○
犯
罪
の
国
際
化
及
び
組
織
化
並
び
に
情
報
処
理
の
高
度
化
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第

号
）
（
附
則
第
二
十
一
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一

第
三
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一

年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
削
る
。
）

第
五
十
六
条
第
一
項
中
「
税
関
職
員
」
を
「
収
税
官
吏
、
税
関
職
員
、
徴
税
吏
員
」

に
、
「
別
表
若
し
く
は
第
二
条
第
二
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
罪
、
同
項
第

三
号
若
し
く
は
第
四
号
に
規
定
す
る
罪
、
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
条

」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
若
し
く
は
ロ
若
し
く
は
同
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
罪

、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
十
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
略
）

（
略
）



二
一
頁

○
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
（
附
則
第
二
十
二
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
任
務
及
び
所
掌
事
務
）

（
任
務
及
び
所
掌
事
務
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い

２

国
家
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い

て
、
警
察
庁
を
管
理
す
る
。

て
、
警
察
庁
を
管
理
す
る
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

八

犯
罪
に
よ
る
収
益
に
関
す
る
情
報
の
集
約
、
整
理
及
び
分
析
並
び
に
関
係
機
関
に

対
す
る
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

九
～
二
十
五

（
略
）

八
～
二
十
四

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
監
察
の
指
示
等
）

（
監
察
の
指
示
等
）

第
十
二
条
の
二

国
家
公
安
委
員
会
は
、
第
五
条
第
二
項
第
二
十
四
号
の
監
察
に
つ
い
て

第
十
二
条
の
二

国
家
公
安
委
員
会
は
、
第
五
条
第
二
項
第
二
十
三
号
の
監
察
に
つ
い
て

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
警
察
庁
に
対
す
る
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
示
を
具

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
警
察
庁
に
対
す
る
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
示
を
具

体
的
又
は
個
別
的
な
事
項
に
わ
た
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

体
的
又
は
個
別
的
な
事
項
に
わ
た
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
刑
事
局
の
所
掌
事
務
）

（
刑
事
局
の
所
掌
事
務
）

第
二
十
三
条

刑
事
局
に
お
い
て
は
、
警
察
庁
の
所
掌
事
務
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務

第
二
十
三
条

刑
事
局
に
お
い
て
は
、
警
察
庁
の
所
掌
事
務
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務

を
つ
か
さ
ど
る
。

を
つ
か
さ
ど
る
。



二
二
頁

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
こ
と
。

八

（
略
）

七

（
略
）

２

組
織
犯
罪
対
策
部
に
お
い
て
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る

２

組
織
犯
罪
対
策
部
に
お
い
て
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る

も
の
及
び
同
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

も
の
及
び
同
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
管
区
警
察
局
の
設
置
）

（
管
区
警
察
局
の
設
置
）

第
三
十
条

警
察
庁
に
、
そ
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
第
五
条
第
二
項
第
二
号
、
第
四
号
か

第
三
十
条

警
察
庁
に
、
そ
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
第
五
条
第
二
項
第
二
号
、
第
四
号
か

ら
第
十
四
号
ま
で
、
第
十
六
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
及
び
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
五

ら
第
十
三
号
ま
で
、
第
十
五
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
及
び
第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
四

号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
も
の
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
地
方
機
関
と
し
て
、
管
区

号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
も
の
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
地
方
機
関
と
し
て
、
管
区

警
察
局
を
置
く
。

警
察
局
を
置
く
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
東
京
都
警
察
情
報
通
信
部
及
び
北
海
道
警
察
情
報
通
信
部
）

（
東
京
都
警
察
情
報
通
信
部
及
び
北
海
道
警
察
情
報
通
信
部
）

第
三
十
三
条

警
察
庁
に
、
そ
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
東
京
都
及
び
北
海
道
の
区
域
に
お

第
三
十
三
条

警
察
庁
に
、
そ
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
東
京
都
及
び
北
海
道
の
区
域
に
お

け
る
第
五
条
第
二
項
第
十
七
号
及
び
第
十
八
号
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
も
の
を
分
掌
さ

け
る
第
五
条
第
二
項
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
も
の
を
分
掌
さ

せ
る
た
め
、
地
方
機
関
と
し
て
、
東
京
都
警
察
情
報
通
信
部
及
び
北
海
道
警
察
情
報
通

せ
る
た
め
、
地
方
機
関
と
し
て
、
東
京
都
警
察
情
報
通
信
部
及
び
北
海
道
警
察
情
報
通

信
部
を
置
く
。

信
部
を
置
く
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）



二
三
頁

○
金
融
庁
設
置
法
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
号
）
（
附
則
第
二
十
三
条
関
係
）

改

正

案

現

行

（
所
掌
事
務
）

（
所
掌
事
務
）

第
四
条

金
融
庁
は
、
前
条
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど

第
四
条

金
融
庁
は
、
前
条
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど

る
。

る
。

一
～
二
十
三

（
略
）

一
～
二
十
三

（
略
）

（
削
る
。
）

二
十
三
の
二

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
五
章
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
届
出
及
び
通
知
を

受
け
た
事
項
並
び
に
提
供
を
受
け
た
情
報
の
整
理
及
び
分
析
並
び
に
疑
わ
し
い
取
引

に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
。

二
十
四
～
二
十
七

（
略
）

二
十
四
～
二
十
七

（
略
）

（
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
）

（
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
）

第
八
条

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
社
債
等
登
録

第
八
条

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
社
債
等
登
録

法
（
昭
和
十
七
年
法
律
第
十
一
号
）
、
金
融
商
品
取
引
法
、
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人

法
（
昭
和
十
七
年
法
律
第
十
一
号
）
、
金
融
商
品
取
引
法
、
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
、
株
券
等
の
保
管
及
び
振
替

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
、
株
券
等
の
保
管
及
び
振
替

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
三
十
号
）
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
三
十
号
）
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律

、
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
及
び
犯
罪
に
よ

、
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
及
び
金
融
機
関

る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第

号
）
の
規
定
に
よ

等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る

り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
。

法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
三
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た

事
項
を
処
理
す
る
。



二
四
頁

（
勧
告
）

（
勧
告
）

第
二
十
条

委
員
会
は
、
社
債
等
登
録
法
、
金
融
商
品
取
引
法
、
投
資
信
託
及
び
投
資
法

第
二
十
条

委
員
会
は
、
社
債
等
登
録
法
、
金
融
商
品
取
引
法
、
投
資
信
託
及
び
投
資
法

人
に
関
す
る
法
律
、
株
券
等
の
保
管
及
び
振
替
に
関
す
る
法
律
、
資
産
の
流
動
化
に
関

人
に
関
す
る
法
律
、
株
券
等
の
保
管
及
び
振
替
に
関
す
る
法
律
、
資
産
の
流
動
化
に
関

す
る
法
律
、
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
又
は
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関

す
る
法
律
、
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
又
は
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人

す
る
法
律
（
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
検
査
、

確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
こ
れ
ら
の
法
律
に

報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
の
命
令
、
質
問
若
し
く
は
意
見
の
徴
取
又
は
犯
則
事
件
の

基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
検
査
、
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
の

調
査
（
次
条
に
お
い
て
「
証
券
取
引
検
査
等
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て

命
令
、
質
問
若
し
く
は
意
見
の
徴
取
又
は
犯
則
事
件
の
調
査
（
次
条
に
お
い
て
「
証
券

、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
金
融
商
品
取
引
の
公
正
を

取
引
検
査
等
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

確
保
す
る
た
め
、
又
は
投
資
者
の
保
護
そ
の
他
の
公
益
を
確
保
す
る
た
め
行
う
べ
き
行

は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
金
融
商
品
取
引
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
、
又
は
投
資
者

政
処
分
そ
の
他
の
措
置
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
及
び
長
官
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き

の
保
護
そ
の
他
の
公
益
を
確
保
す
る
た
め
行
う
べ
き
行
政
処
分
そ
の
他
の
措
置
に
つ
い

る
。

て
内
閣
総
理
大
臣
及
び
長
官
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）



一
頁

犯

罪

に

よ

る

収

益

の

移

転

防

止

に

関

す

る

法

律

案

に

対

す

る

附

帯

決

議

平

成

十

九

年

三

月

二

十

三

日

衆

議

院

内

閣

委

員

会

政

府

は

、

本

法

施

行

に

当

た

り

、

次

の

事

項

に

つ

い

て

十

分

配

慮

す

べ

き

で

あ

る

。

一

警

察

の

特

定

事

業

者

に

対

す

る

報

告

聴

取

・

立

入

り

検

査

に

つ

い

て

は

、

本

来

の

目

的

を

超

え

、

濫

用

さ

れ

る

こ

と

が

な

い

よ

う

に

す

る

こ

と

。

ま

た

、

一

般

国

民

へ

の

不

当

な

権

利

侵

害

が

な

い

よ

う

、

留

意

す

る

こ

と

。

さ

ら

に

、

警

察

の

行

政

庁

に

対

す

る

意

見

陳

述

に

つ

い

て

は

、

本

来

の

目

的

を

超

え

、

濫

用

さ

れ

る

こ

と

が

な

い

よ

う

に

す

る

こ

と

。

二

犯

罪

に

よ

る

収

益

の

移

転

防

止

の

た

め

の

制

度

に

係

る

今

後

の

検

討

に

つ

い

て

は

、

本

法

に

お

い

て

士

業

等

特

定

事

業

者

が

「

疑

わ

し

い

取

引

」

の

届

出

義

務

の

対

象

外

と

さ

れ

て

い

る

趣

旨

に

鑑

み

、

こ

れ

ら

の

事

業

者

が

有

す

る

自

治

の

原

則

ま

た

は

守

秘

義

務

の

遵

守

等

に

十

分

に

配

慮

す

る

こ

と

。

ま

た

検

討

状

況

の

公

開

が

逐

次

行

わ

れ

る

こ

と

。

三

「

疑

わ

し

い

取

引

」

に

つ

い

て

は

、

政

令

で

定

め

る

事

項

を

行

政

庁

に

届

け

出

る

こ

と

と

な

っ

て

い

る

が

、

こ

れ

ら

の

判

断

の

要

件

が

明

確

で

な

い

場

合

、

士

業

を

除

く

特

定

事

業

者

は

そ

NPADB
別添　２



二
頁

の

判

断

に

窮

し

、

正

当

な

取

引

を

含

め

て

膨

大

な

記

録

の

保

存

・

報

告

を

余

儀

な

く

さ

れ

る

お

そ

れ

が

あ

る

。

「

疑

わ

し

い

取

引

」

の

判

断

要

件

を

で

き

る

か

ぎ

り

明

定

す

る

と

と

も

に

、

広

く

周

知

さ

せ

る

こ

と

。

ま

た

政

省

令

等

の

規

定

に

当

た

っ

て

は

、

特

定

事

業

者

の

意

見

を

十

分

に

取

り

入

れ

る

こ

と

。

四

本

人

確

認

・

取

引

記

録

の

保

存

が

特

定

事

業

者

の

業

務

等

に

負

担

と

な

ら

な

い

よ

う

配

慮

す

る

こ

と

。

五

法

施

行

に

当

た

っ

て

は

、

職

務

上

の

守

秘

義

務

を

有

す

る

い

わ

ゆ

る

士

業

等

特

定

事

業

者

に

十

分

配

慮

し

た

運

用

が

な

さ

れ

る

こ

と

。

六

届

出

情

報

の

整

理

・

分

析

を

国

家

公

安

委

員

会

が

行

う

に

あ

た

っ

て

は

、

外

部

に

対

す

る

情

報

の

漏

洩

等

が

発

生

し

な

い

よ

う

特

に

留

意

す

る

こ

と

。

ま

た

内

閣

官

房

情

報

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

セ

ン

タ

ー

が

平

成

十

八

年

に

実

施

し

た

「

府

省

庁

の

情

報

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

対

策

の

実

施

状

況

に

関

す

る

重

点

検

査

及

び

評

価

結

果

」

に

お

け

る

警

察

庁

に

対

す

る

評

価

結

果

に

鑑

み

、

情

報

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

対

策

の

早

急

な

改

善

と

情

報

管

理

の

徹

底

を

図

る

こ

と

。



一
頁

犯

罪

に

よ

る

収

益

の

移

転

防

止

に

関

す

る

法

律

案

に

対

す

る

附

帯

決

議

平

成

十

九

年

三

月

二

十

九

日

参

議

院

内

閣

委

員

会

政

府

は

、

本

法

の

施

行

に

当

た

り

、

次

の

事

項

に

つ

い

て

万

全

を

期

す

べ

き

で

あ

る

。

一

、

犯

罪

に

よ

る

収

益

の

移

転

防

止

及

び

テ

ロ

資

金

対

策

に

お

い

て

は

、

国

際

的

な

連

携

を

十

分

に

図

る

こ

と

。

ま

た

、

金

融

活

動

作

業

部

会

（

Ｆ

Ａ

Ｔ

Ｆ

）

等

に

お

け

る

ル

ー

ル

作

り

に

お

い

て

は

、

我

が

国

の

国

情

を

踏

ま

え

つ

つ

、

主

体

的

な

役

割

を

果

た

す

こ

と

が

で

き

る

よ

う

体

制

を

整

え

る

こ

と

。

二

、

本

法

に

よ

る

措

置

の

実

施

に

当

た

っ

て

は

、

国

民

及

び

特

定

事

業

者

に

過

度

な

負

担

を

負

わ

せ

、

そ

の

結

果

、

健

全

な

経

済

活

動

を

萎

縮

さ

せ

る

こ

と

が

な

い

よ

う

十

分

配

慮

す

る

こ

と

。

三

、

本

法

に

よ

り

新

た

に

疑

わ

し

い

取

引

の

届

出

を

行

う

こ

と

と

な

る

特

定

事

業

者

に

対

し

、

疑

わ

し

い

取

引

の

判

断

要

件

を

で

き

る

限

り

明

確

に

示

す

こ

と

。

四

、

本

法

に

お

い

て

疑

わ

し

い

取

引

の

届

出

が

義

務

付

け

ら

れ

て

い

な

い

、

い

わ

ゆ

る

士

業

等

特

定

事

業

者

が

、

疑

わ

し

い

取

引

と

認

識

し

て

自

ら

届

出

を

行

っ

た

場

合

に

つ

い

て

は

、

免

責

を

受

け

る

こ

と

を

可

能

と

す

る

等

、

守

秘

義

務

と

の

両

立

を

図

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

な

措

置

を

NPADB
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二
頁

検

討

す

る

こ

と

。

五

、

疑

わ

し

い

取

引

の

届

出

に

係

る

情

報

の

取

扱

い

に

つ

い

て

は

、

特

定

事

業

者

か

ら

届

出

を

受

け

る

行

政

庁

は

も

と

よ

り

、

当

該

情

報

そ

の

他

の

犯

罪

に

よ

る

収

益

に

関

す

る

情

報

の

集

約

、

整

理

及

び

分

析

を

行

う

国

家

公

安

委

員

会

に

お

い

て

、

外

部

へ

の

漏

洩

等

が

発

生

し

な

い

よ

う

、

情

報

管

理

の

徹

底

等

に

十

分

留

意

す

る

こ

と

。

六

、

国

家

公

安

委

員

会

が

金

融

情

報

機

関

（

Ｆ

Ｉ

Ｕ

）

と

し

て

の

機

能

を

十

分

発

揮

で

き

る

よ

う

、

金

融

庁

の

ノ

ウ

ハ

ウ

を

活

用

す

る

ほ

か

、

情

報

の

集

約

、

整

理

及

び

分

析

に

当

た

る

人

材

の

育

成

等

体

制

整

備

を

図

る

こ

と

。

七

、

国

家

公

安

委

員

会

に

よ

る

行

政

庁

へ

の

意

見

陳

述

及

び

都

道

府

県

警

察

に

よ

る

特

定

事

業

者

へ

の

立

入

検

査

等

に

つ

い

て

は

、

本

来

の

目

的

を

超

え

、

濫

用

さ

れ

る

こ

と

が

な

い

よ

う

に

す

る

こ

と

。

ま

た

、

一

般

国

民

へ

の

不

当

な

権

利

侵

害

が

な

い

よ

う

留

意

す

る

こ

と

。

八

、

本

法

の

施

行

状

況

等

を

勘

案

し

て

行

わ

れ

る

犯

罪

に

よ

る

収

益

の

移

転

防

止

の

た

め

の

制

度

の

検

討

に

当

た

っ

て

は

、

士

業

等

特

定

事

業

者

が

有

す

る

自

治

の

原

則

又

は

守

秘

義

務

の

遵

守

、

並

び

に

こ

れ

ら

の

事

業

者

が

疑

わ

し

い

取

引

の

届

出

の

対

象

と

さ

れ

て

い

な

い

趣

旨

等

に

十

分

配

慮

す

る

こ

と

。

右

決

議

す

る

。



一
頁

○
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
九
号

警
察
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る

情
報
取
扱
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
四
月
一
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

溝
手

顕
正

疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
取
扱
規
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
保
管
に
係
る
措
置
、
検
察
官
等
又
は
外
国
の
機
関
へ
の
提
供
の
方

法
そ
の
他
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
（
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
「
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る

情
報
の
保
管
に
係
る
措
置
等
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
。

NPADB
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二
頁

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
を
い
う
。

二

通
知

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
。
第
四

号
に
お
い
て
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
国
家
公
安
委
員
会
へ
の
通
知
を

い
う
。

三

外
国
の
機
関

法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
の
機
関
を
い
う
。

四

金
融
機
関
等

組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
金
融
機
関
等
を
い
う
。

五

外
国
の
機
関
の
職
務

法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
を
い
う
。

（
通
知
の
受
理
）

第
三
条

警
察
庁
刑
事
局
組
織
犯
罪
対
策
部
犯
罪
収
益
移
転
防
止
管
理
官
（
以
下
「
犯
罪
収
益
移
転
防
止
管
理
官
」
と
い
う
。

）
は
、
通
知
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
通
知
に
係
る
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
当
該
通
知
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
別
記

様
式
第
一
号
に
よ
り
作
成
し
た
受
理
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
管
等
）

第
四
条

犯
罪
収
益
移
転
防
止
管
理
官
は
、
電
子
計
算
機
を
用
い
た
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
、
通
知
又
は
外
国
の
機
関
か
ら
の



三
頁

提
供
が
あ
っ
た
情
報
（
次
項
に
お
い
て
「
通
知
等
に
係
る
情
報
」
と
い
う
。
）
の
整
理
及
び
保
管
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

犯
罪
収
益
移
転
防
止
管
理
官
は
、
通
知
等
に
係
る
情
報
相
互
の
関
連
性
及
び
組
織
犯
罪
に
関
連
す
る
情
報
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
、
通
知
等
に
係
る
情
報
の
分
析
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

犯
罪
収
益
移
転
防
止
管
理
官
は
、
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
保
管
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
情
報
の
漏
え
い
、
滅
失

又
は
き
損
の
防
止
を
図
る
た
め
必
要
か
つ
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
察
官
等
へ
の
提
供
等
）

第
五
条

法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
提
供
は
、
取
引
の
相
手
方
及
び
態
様
、
金
融

機
関
等
が
届
出
を
行
う
理
由
そ
の
他
の
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
に
係
る
事
項
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
検
察
官
、
検
察

事
務
官
若
し
く
は
司
法
警
察
職
員
又
は
税
関
職
員
若
し
く
は
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
の
職
員
（
以
下
「
検
察
官
等
」
と
い

う
。
）
に
よ
る
同
項
に
規
定
す
る
罪
に
係
る
刑
事
事
件
の
捜
査
又
は
犯
則
事
件
の
調
査
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
行

う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
検
察
官
等
（
警
察
官
を
除
く
。
）
へ
の
提
供
は
、
当
該
提
供
の
相
手
方
と
協
議
し
て
定
め
た
方



四
頁

法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
警
察
官
へ
の
提
供
は
、
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
文
書
又

は
電
磁
的
記
録
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

４

犯
罪
収
益
移
転
防
止
管
理
官
は
、
第
一
項
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
提
供
に
係
る
記
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
記
録
の
閲
覧
若
し
く
は
謄
写
又
は
そ
の
写
し
の
送
付
）

第
六
条

犯
罪
収
益
移
転
防
止
管
理
官
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
記
録
の
閲

覧
又
は
謄
写
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
求
め
を
行
っ
た
検
察
官
等
か
ら
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
り
作
成
し
た
請
求
書

を
徴
し
、
当
該
記
録
の
閲
覧
又
は
謄
写
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
閲
覧
又
は
謄
写
に
係
る
記
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

犯
罪
収
益
移
転
防
止
管
理
官
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
記
録
の
写
し
の

送
付
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
求
め
を
行
っ
た
検
察
官
等
か
ら
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
り
作
成
し
た
請
求
書
を
徴
し

、
当
該
記
録
の
写
し
の
送
付
に
当
た
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
四
号
に
よ
り
作
成
し
た
文
書
を
添
付
し
て
行
う
と
と
も
に
、
当

該
写
し
の
送
付
に
係
る
記
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



五
頁

（
外
国
の
機
関
へ
の
提
供
）

第
七
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
提
供
は
、
取
引
の
相
手
方
及
び
態
様
、
金
融

機
関
等
が
届
出
を
行
う
理
由
そ
の
他
の
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
に
係
る
事
項
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
外
国
の
機
関
の

職
務
の
遂
行
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

第
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
提
供
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
抹
消
）

第
八
条

犯
罪
収
益
移
転
防
止
管
理
官
は
、
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
刑
事
事
件
の
捜
査
及
び
犯
則
事
件
の
調
査
へ
の

活
用
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
警
察
庁
長
官
（
以
下
「
長
官
」
と
い
う
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
疑
わ
し

い
取
引
に
関
す
る
情
報
を
抹
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
等
）

第
九
条

長
官
は
、
国
家
公
安
委
員
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
少
な
く
と
も
毎
年
一
回

、
通
知
並
び
に
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
保
管
、
提
供
、
記
録
の
閲
覧
及
び
謄
写
並
び
に
そ
の
写
し
の
送
付
並
び
に

抹
消
の
状
況
（
次
項
に
お
い
て
「
通
知
状
況
等
」
と
い
う
。
）
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



六
頁

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
長
官
は
、
委
員
会
か
ら
、
通
知
状
況
等
そ
の
他
の
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
事
項
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

委
員
会
は
、
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報

の
保
管
に
係
る
措
置
等
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
訓
令
へ
の
委
任
）

第
十
条

こ
の
規
則
の
実
施
の
た
め
必
要
な
事
項
は
、
長
官
が
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



（第３条関係）別記様式第１号

文 書 番 号

平成 年 月 日

殿

国家公安委員会

受 理 書

平成 年 月 日付け（文書番号）による組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制

等に関する法律（平成11年法律第136号）第54条第４項の規定に基づく貴職からの通知を受

理した。

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。



（第６条関係）別記様式第２号

文 書 番 号

平成 年 月 日

国家公安委員会 殿

（所属、官職）

（氏名、押印）

疑わしい取引に関する情報の記録の閲覧・謄写請求書

犯罪による収益の移転防止に関する法律（平成19年法律第22号）第11条第２項の規定に基

づき、同条第１項に規定する罪に係る刑事事件の捜査又は犯則事件の調査のため必要がある

閲覧
と認めるので、下記の疑わしい取引に関する情報の記録の を請求します。

謄写

記

閲覧又は謄写を請求する疑わしい取引に関する情報の概要

備考 １ 不要の文字は、横線で消すこと。

２ 「閲覧又は謄写を請求する疑わしい取引に関する情報の概要」の欄には、疑わし

い取引の相手方の氏名、取引の日時、取引口座番号等を記載すること。

３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。



（第６条関係）別記様式第３号

文 書 番 号

平成 年 月 日

国家公安委員会 殿

（所属、官職）

（氏名、押印）

疑わしい取引に関する情報の記録の写しの送付請求書

犯罪による収益の移転防止に関する法律（平成19年法律第22号）第11条第２項の規定に基

づき、同条第１項に規定する罪に係る刑事事件の捜査又は犯則事件の調査のため必要がある

と認めるので、下記の疑わしい取引に関する情報の記録の写しの送付を請求します。

記

写しの送付を請求する疑わしい取引に関する情報の概要

備考 １ 「写しの送付を請求する疑わしい取引に関する情報の概要」の欄には、疑わしい

取引の相手方の氏名、取引の日時、取引口座番号等を記載すること。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。



（第６条関係）別記様式第４号

文 書 番 号

平成 年 月 日

殿

国家公安委員会

疑わしい取引に関する情報の記録の写しの送付について

犯罪による収益の移転防止に関する法律（平成19年法律第22号）第11条第２項の規定に基

づき、平成 年 月 日付け（文書番号）で請求のあった疑わしい取引に関する情報

の記録の写しを別添のとおり送付する。

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。



警察庁訓令第２号

疑わしい取引に関する情報取扱細則を次のように定める。

平成19年４月１日

警察庁長官 漆間 巌

疑わしい取引に関する情報取扱細則

（通知の受理）

第１条 警察庁刑事局組織犯罪対策部犯罪収益移転防止管理官（以下「犯罪収益

移転防止管理官」という。）は、疑わしい取引に関する情報取扱規則（平成19

年国家公安委員会規則第９号。次条において「規則」という。）第２条第２号

に規定する通知があったときは、疑わしい取引の届出に関する政令（平成11年

政令第389号）第３条第２項各号及び疑わしい取引の届出の方法等に関する命令

（平成11年総理府令・法務省令第１号）別紙様式第１号から別紙様式第４号ま

でに掲げる記載事項に不備がないかどうかを確認しなければならない。

２ 前項の記載事項に不備があるときは、犯罪収益移転防止管理官は、当該通知

を行った主務大臣から、当該記載事項のうち不備があったものについて聴取す

るものとする。

（抹消）

第２条 規則第８条の規定による疑わしい取引に関する情報の抹消は、当該疑わ

しい取引に関する情報が次の各号のいずれかに該当すると認められるときに行

うものとする。

一 疑わしい取引に関する情報に係る犯罪についていずれも公訴の時効が完成

したとき。

二 前号に掲げるもののほか、疑わしい取引に関する情報を保管する必要がな

くなったとき。

附 則

この訓令は、平成19年４月１日から施行する。

NPADB
別添　５




